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〈
要
旨
〉　

継
体
天
皇
朝
に
勃
発
し
た
磐
井
の
乱
に
つ
い
て
は
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
や
『
筑
後
国
風
土
記
』
逸
文
に
記
述
が
あ
る
ほ
か
、

『
国
造
本
紀
』
に
も
わ
ず
か
な
が
ら
記
載
さ
れ
る
な
ど
、
六
世
紀
前
半
の
事
件
と
し
て
は
関
聯
史
料
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
と
く
に
、『
古
事
記
』

は
、
武
烈
天
皇
以
下
推
古
天
皇
に
至
る
ま
で
の
部
分
は
、
政
治
的
事
件
に
ふ
れ
た
記
述
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
う
し
た
な
か
、
継
体
天
皇
段
に

み
え
る
磐
井
の
乱
は
異
例
の
言
及
と
い
っ
て
よ
い
。
小
論
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
蓄
積
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
れ
ら
諸
史
料
の
相
互
の
関
聯

性
や
信
憑
性
に
つ
い
て
再
考
し
た
も
の
で
あ
る
。
卑
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
乱
に
関
す
る
史
料
と
し
て
は
、『
古
事
記
』
の
記
録
す
る
内
容
が
、

本
来
の
素
朴
な
伝
承
と
し
て
も
っ
と
も
信
頼
が
お
け
る
と
思
う
。『
日
本
書
紀
』
は
乱
の
詳
細
を
記
録
す
る
が
、
そ
の
勃
発
を
当
時
の
調
整
半

島
情
勢
と
結
び
つ
け
て
説
明
す
る
点
な
ど
に
疑
問
が
残
る
。
ま
た
、
風
土
記
の
記
載
は
、
磐
井
の
墓
と
み
ら
れ
る
岩
戸
山
古
墳
に
関
す
る
貴
重

な
記
録
で
は
あ
る
が
、
八
世
紀
前
半
に
採
訪
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
こ
に
み
え
る
伝
承
も
ど
こ
ま
で
二
百
年
前
の
実
情
を
伝
え
た
も
の
か
は
疑
わ

し
い
点
も
あ
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
伝
承
は
、
風
土
記
の
撰
者
の
創
作
な
ど
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
現
地
で
採
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
筑
紫
君
磐
井
、
古
事
記
、
日
本
書
紀
、
筑
後
国
風
土
記
、
岩
戸
山
古
墳
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は
じ
め
に

　

磐
井
の
乱
の
史
料　

継
体
天
皇
朝
（
以
下
、
便
宜
的
に
「
天
皇
」
の
用
語
を
用
い
る

）
に
勃
発
し
た
磐
井
の
乱
に
つ
い
て
は
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』

や
『
筑
後
国
風
土
記
』
逸
文
に
記
述
が
あ
る
ほ
か
、『
国
造
本
紀
』
に
も
わ
ず
か
な
が
ら
記
載
さ
れ
る
な
ど
、
六
世
紀
前
半
の
事
件
と
し
て
は

関
聯
史
料
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
と
く
に
、『
古
事
記
』
は
、
武
烈
天
皇
以
下
推
古
天
皇
に
至
る
ま
で
の
部
分
は
、
天
皇
の
系
譜
的
記
載
や
宮

都
・
崩
年
・
陵
墓
な
ど
を
か
ん
た
ん
に
し
る
す
だ
け
で
、
政
治
的
事
件
に
ふ
れ
た
記
述
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
う
し
た
な
か
、
継
体
天
皇
段
に

み
え
る
磐
井
の
乱
は
異
例
の
言
及
と
い
っ
て
よ
い
。『
古
事
記
』
が
こ
れ
を
掲
げ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
の
ち
ほ
ど
あ
ら
た
め
て
考
え
た
い

が
、
磐
井
の
乱
は
、
多
く
の
人
を
巻
き
込
ん
だ
、
継
体
天
皇
朝
の
重
大
な
事
件
で
あ
り
、
当
時
の
ひ
と
び
と
の
脳
裏
に
強
く
焼
き
つ
い
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
乱
に
つ
い
て
は
す
で
に
論
じ
尽
さ
れ
た
感
が
あ
る
が
、
な
お
議
論
の
餘
地
が
あ
る
問
題
点
も
残
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
小
論
で
は
、

こ
の
事
件
を
伝
え
る
史
料
を
再
検
討
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　

一
、『
日
本
書
紀
』
と
磐
井
の
乱

　

継
体
天
皇
紀
に
み
え
る
磐
井
の
動
向　

は
じ
め
に
、
磐
井
の
乱
そ
の
も
の
に
つ
い
て
克
明
に
し
る
し
た
『
日
本
書
紀
』
か
ら
取
り
上
げ
た
い

が
、
継
体
天
皇
二
十
一
年
六
月
条
か
ら
二
十
二
年
十
二
月
条
に
か
け
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
み
え
て
い
る
。

　
　

廿
一
年
夏
六
月
壬
辰
朔
甲
午
。
近
江
毛
野
臣
率
二
衆
六
萬
一。
欲
下
住
二
任
那
一。
為
二
復
興
建
新
羅
所
レ
破
南
加
羅
・
㖨
己
呑
一。
合
中
任
那
上。

於
レ
是
筑
紫
国
造
磐
井
。
陰
謨
二
叛
逆
一。
猶
預
経
レ
年
。
恐
二
事
難
一
レ
成
。
恆
伺
二
間
隙
一。
新
羅
知
レ
是
、
密
行
二
貨
賂
于
磐
井
所
一。
而
勧
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レ
防
二

─

遏
毛
野
臣
軍
一。
於
レ
是
磐
井
掩
二
拠
火
・
豊
二
国
一。
勿
レ
使
二
修
職
一。
外
邀
二
海
路
一。
誘
二
致
高
麗
・
百
済
・
新
羅
・
任
那
等
国
年
貢

職
船
一。
内
遮
下
遣
二
任
那
一
毛
野
臣
軍
上。
乱
語
揚
言
曰
。
今
為
二
使
者
一。
昔
為
二
吾
伴
一。
摩
レ
肩
触
レ
肘
。
共
器
同
食
。
安
得
四
率
爾
為
レ
使
。

俾
三
余
自
二
伏
儞
前
一。
遂
戦
而
不
レ
受
。
騎
而
自
矜
。
是
以
毛
野
臣
乃
見
レ
防
二
遏
中
途
一
淹
滞
。
天
皇
詔
二
大
伴
大
連
金
村
・
物
部
大
連
麁

鹿
火
・
許
勢
大
臣
男
人
等
一
曰
。
筑
紫
磐
井
反
。
掩
二
有
西
戎
之
地
一。
今
誰
可
レ
将
者
。
大
伴
大
連
等
僉
曰
。
正
直
・
仁
勇
。
通
二
於
兵

事
一。
今
無
レ
出
二
於
麁
鹿
火
右
一。
天
皇
曰
。
可
。

　
　

秋
八
月
辛
卯
朔
。
詔
曰
。
咨
。
大
連
。
惟
茲
磐
井
弗
レ
率
。
汝
徂
征
。
物
部
麁
鹿
火
大
連
再
拜
言
。
嗟
。
夫
磐
井
西
戎
之
姧
猾
。
負
二
川

阻
一
而
不
レ
庭
。
憑
二
山
峻
一
而
称
レ
乱
。
敗
レ
徳
反
レ
道
。
侮
嫚
自
賢
。
在
昔
道
臣
、
爰
及
二
室
屋
一。
助
レ
帝
而
罰
。
拯
二
民
塗
炭
一。
彼
此
一

時
。
唯
天
所
レ
賛
。
臣
恒
所
レ
重
。
能
不
二
恭
伐
一。
詔
曰
。
良
将
之
軍
也
。
施
レ
恩
推
レ
恵
。
恕
レ
己
治
レ
人
。
攻
如
二
河
決
一。
戦
如
二
風
發
一。

重
詔
曰
。
大
将
民
之
司
命
。
社
稷
存
亡
於
レ
是
乎
在
。
勗
哉
。
恭
行
二
天
罰
一。
天
皇
親
操
二
斧
鉞
一。
授
二
大
連
一
曰
。
長
門
以
東
朕
制
之
。

筑
紫
以
西
汝
制
之
。
専
二
行
賞
罰
一。
勿
二
煩
頻
奏
一。

　
　

廿
二
年
冬
十
一
月
甲
寅
朔
甲
子
。
大
将
軍
物
部
大
連
麁
鹿
火
。
親
与
二
賊
帥
磐
井
一
交
二
戦
於
筑
紫
御
井
郡
一。
旗
鼓
相
望
。
埃
塵
相
接
。
決
二

機
両
陣
之
間
一。
不
レ
避
二
萬
死
之
地
一。
遂
斬
二
磐
井
一。
果
定
二
疆
埸
一。

　
　

十
二
月
。
筑
紫
君
葛
子
恐
二
坐
レ
父
誅
一。
献
二
糟
屋
屯
倉
一。
求
レ
贖
二
死
罪
一。

　
　
（
読
み
下
し
文
）

　
　

二
十
一
年
の
夏
六
月
の
壬じ

ん
し
ん辰

の
朔
に
し
て
甲か

ふ

午ご

に
、
近あ

う

江み

の
毛け

な
の野

臣お
み

衆い
く
さ

六
萬
を
率
て
任み

ま
な那

に
往ゆ

き
、
新し

ら
き羅

に
破や

ぶ

ら
れ
た
る
南あ

り
ひ
し
の
か
ら

加
羅
・
㖨と

く

己こ

呑と
ん

を
復ま

た
お
こ
し
た

興
建
て
て
、
任
那
に
合あ

は

せ
む
と
す
。
是こ

こ

に
筑つ

く
し
の紫

国く
に
の

造
み
や
つ
こ

磐い
は

井ゐ

、
陰ひ

そ
かに

叛は
ん

逆ぎ
ゃ
くを

謨は
か

り
、
猶い

う

預よ

し
て
年と

し

を
経へ

、
事こ

と

の
成な

り
難か

た

き
こ

と
を
恐お

そ

り
、
恆つ

ね

に
間か

ん
げ
き隙

を
伺う

か
かふ

。
新し

ら
き羅

、
是こ

れ

を
知し

り
、
密ひ

そ
かに

貨く
わ
ろ賂

を
磐い

は

井ゐ

が
所も

と

に
行や

り
て
、
毛け

な
の野

臣お
み

の
軍い

く
さを

防ぼ
う
あ
つ遏

す
る
こ
と
を
勧す

す

む
。
是こ

こ

に
磐
井
、
火ひ

・
豊と

よ

二に

国こ
く

に
掩え

ん
き
よ拠

し
て
、
修し

う

職し
よ
くせ

し
め
ず
。
外そ

と

は
海か

い

路ろ

に
邀む

か

へ
て
、
高こ

ま麗
・
百く

だ
ら済

・
新
羅
・
任み

ま
な那

等ら

の
国く

に

の
年

と
し
ご
とに

貢こ
う

職
し
よ
く



─ 4 ─

磐
井
の
乱
の
再
検
討
（
荊
木
）

船せ
ん

を
誘い

う

致ち

し
、
内う

ち

は
任み

ま
な那

に
遣つ

か
はせ

る
毛
野
臣
の
軍
を
遮
り
、
乱ら

ん

語ご

揚や
う
げ
ん言

し
て
曰い

は

く
、「
今い

ま

こ
そ
使

つ
か
ひ

者ひ
と

に
あ
れ
、
昔む

か
しは

吾わ

が
伴

と
も
が
らと

し
て
、

肩か
た

を
摩す

り
肘ひ

ぢ

を
触ふ

り
つ
つ
、
共お

な
じ
け器

し
て
同と

も

に
食く

ら

ひ
き
。
安い

ず
くに

ぞ
卒に

は
か爾

に
使つ

か
ひと

為な

り
、
余わ

れ

を
し
て
儞い

が
前ま

へ

に
自し

た
が伏

は
し
む
る
こ
と
得
む
や
」

と
い
ふ
。
遂つ

い

に
戦た

た
か

ひ
て
受う

け
ず
、
騎お

ご

り
て
自み

ず
か

ら
矜ほ

こ

る
。
是こ

こ

を
以も

ち
て
毛
野
臣
乃す

な
は

ち
中

ち
ゅ
う

途と

に
防ば

う
あ
つ遏

せ
ら
れ
て
淹え

ん
た
い滞

す
。
天

す
め
ら

皇み
こ
と

大お
ほ

伴と
も
の

大お
ほ

連む
ら
じ

金か
な

村む
ら

・
物

も
の
の

部べ
の

大お
ほ

連む
ら
じ

麁あ
ら

鹿か

火ひ

・
許こ

せ
の勢

大お
ほ

臣お
み

男を

人ひ
と

等た
ち

に
詔

み
こ
と
の
りし

て
曰の

た
まは

く
、「
筑つ

く
し紫

の
磐
井
反そ

む

き
て
、
西せ

い

戎じ
ゆ
うの

地ち

を
掩お

そ
ひ
た
も有

て
り
。
今い

ま

し
誰た

れ

か
将し

や
うた

る
べ
き
ぞ
」
と
の
た
ま
ふ
。
大
伴
大
連
等
僉み

な

曰ま
を

さ
く
、「
正せ

い

直ち
よ
く・

仁じ
ん

勇よ
う

に
し
て
、
兵へ

い

事じ

に
通つ

う

じ
た
る
は
、
今い

ま

し
麁あ

ら

鹿か

火ひ

の
右み

ぎ

に
出い

づ
る
ひ
と
無な

し
」
と
ま
を
す
。
天

す
め
ら

皇み
こ
との

曰の
た
まは

く
、「
可よ

し
」
と
の
た
ま
ふ
。

　
　

秋
八
月
の
辛
卯
の
朔

つ
き
た
ちに

、
詔

み
こ
と
の
りし

て
曰の

た
まは

く
、「
咨あ

、
大お

ほ

連む
ら
じ、

惟こ
れ

茲こ

の
磐い

は

井い

率し
た
がは

ず
。
汝

い
ま
し

徂ゆ

き
て
征う

て
」
と
の
た
ま
ふ
。
物
部
麁
鹿
火
大
連

再を
ろ
が拜

み
て
言ま

を

さ
く
、「
嗟あ

、
夫そ

れ
磐
井
は
西せ

い

戎じ
ゆ
うの

姧か
ん

猾く
わ
つな

り
。
川か

は

の
阻そ

を
負た

の

み
て
庭

つ
か
へ
ま
つら

ず
。
山や

ま

の
峻し

ゅ
んに

憑よ

り
て
乱
を
称あ

ぐ
。
徳と

く

を
敗や

ぶ

り

て
道
に
反そ

む

き
、
侮ぶ

嫚ま
ん

し
て
自み

づ
から

賢け
ん

な
り
と
お
も
へ
り
。
在む

か
し昔

、
道

み
ち
の

臣お
み

よ
り
爰こ

こ

に
室む

ろ

屋や

に
及い

た

る
ま
で
に
、
帝
を
助
け
て
罰う

ち
、
民た

み

を
塗と

炭た
ん

に
拯す

く

ふ
。
彼ひ

此し

一い
ち

時じ

な
り
。
唯た

だ

天て
ん

の
賛た

す

く
る
所と

こ
ろは

、
臣し

ん

が
恒つ

ね

に
重お

も

み
す
る
所
な
り
。
能よ

く
恭つ

つ
しみ

て
伐う

た
ざ
ら
む
や
」
と
ま
を
す
。
詔

み
こ
と
の
りし

て
曰の

た
まは

く
、「
良

り
や
う

将し
や
うの

軍
い
く
さ
だ
ちす

る
や
、
恩お

ん

を
施ほ

ど
こし

恵け
い

を
推お

し
。
己お

の
れを

恕
お
も
ひ
は
かり

て
人ひ

と

を
治を

さ

め
、
攻せ

む
る
こ
と
河か

は

の
決さ

く
る
が
如ご

と

く
、
戦た

た
かふ

こ

と
風か

ぜ

の
發た

つ
が
如
し
」
と
の
た
ま
ふ
。
重か

さ

ね
て
詔
し
て
曰
は
く
、「
大た

い

将し
や
うは

民た
み

の
司し

命め
い

な
り
。
社し

や

稷し
よ
くの

存そ
ん

亡ば
う

是こ
こ

に
し
在あ

り
。
勗つ

と

め
よ
や
、

恭つ
つ
しみ

て
天て

ん
ば
つ罰

を
行お

こ
なへ

。
天

す
め
ら

皇み
こ
と

親み
ず
から

斧ふ

鉞え
つ

を
操と

り
て
、
大お

ほ

連む
ら
じに

授さ
づ

け
て
曰の

た
まは

く
、
長な

が

門と

よ
り
以

ひ
む
が
し
の
か
た

東
は
朕わ

れ

制か
と

ら
む
、
筑つ

く
し紫

よ
り
以に

し
の
か
た西

は

汝い
ま
し

制
れ
。
賞

し
や
う

罰ば
つ

を
専も

は

ら
行お

こ
なへ

。
頻し

き
て
奏ま

を

す
こ
と
に
な
煩わ

ず
らひ

そ
」
と
の
た
ま
ふ
。

　
　

二
十
二
年
冬
十
一
月
の
甲か

ふ

寅い
ん

の
朔

つ
き
た
ちに

し
て
甲か

ふ

子し

に
、
大た

い

将し
や
う

軍ぐ
ん

物も
の
の

部べ
の

大お
ほ

連む
ら
じ

麁あ
ら

鹿か

火ひ

、
親
ら
賊ぞ

く
す
い帥

磐い
は

井い

と
筑
紫
の
御み

井ゐ
の

郡こ
ほ
りに

交か
う

戦せ
ん

す
。

旗き

鼓こ

相あ
ひ

望の
ぞ

み
、
埃あ

い

塵じ
ん

相あ
ひ
つ接

げ
り
。
機き

を
両

り
や
う

陣ぢ
ん

之の

間か
ん

に
決け

つ

し
て
、
萬ば

ん

死し

の

ち
之
地
を
避
ら
ず
。
遂つ

ひ

に
磐い

は

井ゐ

を
斬き

り
て
、
果は

た

し
て
疆

き
や
う

埸え
き

を
定さ

だ

む
。

　
　

十
二
月
に
、
筑つ

く
し
の紫

君き
み

葛く
ず

子こ

父ち
ち

の
坐

つ
み
に
より

て
誅こ

ろ

さ
れ
む
こ
と
を
恐お

そ

り
、
糟か

す

屋や
の

屯み
や
け倉

を
献

た
て
ま
つり

て
、
死

し
ぬ
る

罪つ
み

を
贖あ

か

は
む
こ
と
を
求
む
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
か
ね
て
よ
り
叛
逆
の
企
て
の
あ
っ
た
磐
井
は
、
継
体
天
皇
二
十
二
年
六
月
に
新
羅
に
敗
れ
た
南
加
羅
・
㖨
己
呑
を
復
興
し
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任
那
に
併
合
す
る
た
め
に
、
朝
鮮
半
島
に
渡
ろ
う
と
し
た
近
江
毛
野
の
軍
勢
を
遮
っ
た
と
い
う
。
い
っ
ぽ
う
、
派
兵
を
察
知
し
た
新
羅
は
、
磐

井
に
賄
賂
を
贈
っ
て
、
毛
野
軍
の
沮
止
を
依
頼
し
た
。
継
体
天
皇
は
、
叛
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
、
物
部
麁
鹿
火
を
派
遣
。
麁
鹿
火
は
筑
紫
の

御
井
郡
に
お
い
て
磐
井
の
軍
と
交
戦
し
、
つ
い
に
磐
井
を
斬
殺
す
る
。『
日
本
書
紀
』
は
こ
れ
を
継
体
天
皇
二
十
二
年
十
一
月
条
に
か
け
て
い

る
の
で
、
こ
の
年
紀
の
と
お
り
だ
と
す
れ
ば
、
磐
井
の
乱
は
勃
発
か
ら
終
熄
ま
で
じ
つ
に
一
年
五
箇
月
も
要
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
後
、
継
体
天
皇
二
十
二
年
十
二
月
条
に
よ
れ
ば
、
磐
井
の
息
子
葛
子
が
、
父
の
罪
に
連
坐
し
て
死
罪
を
蒙
る
こ
と
を
恐
れ
て
糟
屋
の
屯

倉
を
献
上
し
た
と
い
う
。
の
ち
に
詳
し
く
の
べ
る
こ
と
だ
が
、
磐
井
の
墓
の
有
力
候
補
と
さ
れ
る
古
墳
に
福
岡
県
八
女
市
の
岩
戸
山
古
墳
が
あ

る
。
こ
の
岩
戸
山
古
墳
を
ふ
く
む
八
女
古
墳
群
（
吉
田
小
群

）
で
は
、
岩
戸
山
古
墳
以
降
も
、
六
世
紀
末
ご
ろ
ま
で
乗
場
古
墳
や
鶴
見
山
古
墳

が
築
造
さ
れ
て
い
る
が
、
乗
場
古
墳
は
、
こ
の
葛
子
の
墓
の
可
能
性
が
大
き
い
と
さ
れ
る
古
墳
で
あ
る
（
小
田
富
士
雄
「
磐
井
の
反
乱
」
鏡
山
猛
・
田
村

圓
澄
編
『
古
代
の
日
本
』
第
三
巻
〈
角
川
書
店
、
昭
和
四
十
五
年
二
月
〉
所
収
、
一
六
四
頁
・
柳
沢
一
男
『
筑
紫
君
磐
井
と
「
磐
井
の
乱
」』〈
新
泉
社
、
平
成
二
十
六
年
八
月
〉
八
五

頁

）。

　

乱
の
勃
発
は
五
二
七
年
か　

以
下
、
継
体
天
皇
紀
の
記
述
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
が
、
ま
ず
問
題
と
な
る
の
が
、
記
事
そ
の
も
の
の
信
憑

性
で
あ
る
。
磐
井
の
乱
に
つ
い
て
は
、
懐
疑
的
な
み
か
た
が
は
や
く
か
ら
あ
っ
た
が
（
津
田
左
右
吉
『
日
本
古
典
の
研
究
』
下
巻
〈
岩
波
書
店
、
昭
和
二
十
五

年
二
月
〉、
の
ち
『
津
田
左
右
吉
全
集
』
第
二
巻
〈
岩
波
書
店
、
三
十
八
年
十
一
月
、
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
〉
所
収
、
一
〇
三
～
一
〇
四
頁

）、
そ
の
後
も
、
い
ろ
い
ろ
な
角

度
か
ら
こ
の
史
料
の
検
証
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

記
事
の
信
憑
性
に
関
聯
し
て
最
初
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
乱
の
年
紀
で
あ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
は
継
体
天
皇
二
十
一
・
二
十
二
年
条
に
か
け
て
こ
の
事
件
を
し
る
す
。
こ
れ
は
、
西
暦
五
二
七
・
五
二
八

年
に
あ
た
る
。『
日
本
書
紀
』
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
磐
井
の
乱
は
毛
野
の
任
那
派
遣
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
い
つ

南
加
羅
・
㖨
己
呑
が
新
羅
に
併
呑
さ
れ
た
か
は
重
要
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
が
、
す
で
に
山
尾
幸
久
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
（
「
文
献
か
ら
見
た
磐
井
の
乱
」
田
村
圓
澄
・
小
田
富
士
雄
・
山
尾
幸
久
『
古
代
最
大
の
内
戦
　
磐
井
の

乱
』〈
大
和
書
房
、
昭
和
六
十
年
二
月
〉
所
収
、
の
ち
山
尾
氏
『
日
本
古
代
の
国
家
形
成
』〈
大
和
書
房
、
昭
和
六
十
一
年
六
月
〉
再
収
、
引
用
は
後
者
に
よ
る

）、
新
羅
が
南
加

羅
・
㖨
己
呑
を
併
呑
し
た
の
は
、『
三
国
史
記
』『
三
国
遺
事
』
で
は
五
三
二
年
。『
日
本
書
紀
』
が
こ
れ
を
五
二
七
年
の
こ
と
と
し
て
掲
げ
る

の
は
不
審
で
あ
る
。
し
か
も
、『
日
本
書
紀
』
は
天
皇
の
崩
御
の
年
も
、
継
体
天
皇
二
十
五
年
説
を
退
け
て
あ
え
て
『
百
済
本
記
』
に
よ
っ
て

二
十
八
年
と
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
山
尾
氏
は
、
磐
井
の
乱
も
こ
れ
ら
の
出
来
事
と
同
様
、
三
年
繰
り
下
げ
て
、
五
三
〇
・
五
三
一
両
年
の

こ
と
と
す
べ
き
だ
と
い
わ
れ
る
。

　

継
体
天
皇
紀
の
年
紀
に
錯
簡
が
あ
る
こ
と
は
、
は
や
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
崩
年
に
し
て
も
、「
或
本
」
を
引
い
て
二
十
五
年

説
を
紹
介
し
な
が
ら
も
、
あ
え
て
『
百
済
本
記
』
に
よ
っ
て
二
十
八
年
と
し
て
い
る
し
、
天
皇
が
大
和
入
り
ま
で
に
二
十
年
を
要
し
た
こ
と
に

つ
い
て
も
、
七
年
説
を
併
記
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
継
体
天
皇
紀
の
国
内
記
事
の
年
紀
は
不
審
な
点
が
あ
り
、
坂
本
太
郎
氏
も
指
摘
さ
れ

た
よ
う
に
、「
百
済
本
紀
か
ら
出
た
記
事
の
部
分
は
別
と
し
て
、
国
内
の
事
実
を
記
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
信
用
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
」
の
で
あ
る
（
「
継
体
紀
の
史
料
批
判
」『
國
學
院
雑
誌
』
六
二
－
九
、
昭
和
三
十
六
年
九
月
、
の
ち
『
坂
本
太
郎
著
作
集
』
第
二
巻
〈
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
十
三
年
十
二

月
〉
所
収
、
引
用
は
後
者
に
よ
る
。
三
四
一
～
三
四
二
頁

）。

　

氏
は
、「
国
内
の
記
録
に
は
年
紀
が
全
く
な
か
っ
た
か
、
あ
っ
た
に
し
て
も
確
実
性
の
乏
し
い
も
の
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
る
が
、
三
品
彰
英

氏
な
ど
も
お
な
じ
考
え
で
、
磐
井
の
叛
乱
は
『
古
事
記
』
の
所
伝
の
よ
う
に
継
体
天
皇
の
御
代
の
こ
と
と
し
て
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
た
だ

け
で
、
年
次
不
明
の
所
伝
だ
っ
た
と
み
て
お
ら
れ
る
（
三
品
彰
英
「「
継
体
紀
」
の
諸
問
題
」
同
氏
編
『
日
本
書
紀
研
究
』
第
二
冊
〈
塙
書
房
、
昭
和
四
十
一
年
一
月
〉

所
収
、
二
九
頁

）。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
照
す
る
と
、『
日
本
書
紀
』
の
年
紀
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
に
は
い
さ
さ
か
躊
い
を
覚
え
る
。

　

つ
い
で
に
い
う
と
、
三
品
氏
は
、
継
体
天
皇
二
十
一
年
六
月
条
に
「
於
レ
是
筑
紫
国
造
磐
井
。
陰
謨
二
叛
逆
一。
猶
預
経
レ
年
」
の
「
於
是
」
と

い
う
接
続
詞
的
な
用
語
は
、
別
系
の
史
料
と
の
継
ぎ
目
で
あ
」
り
、『
古
事
記
』
に
は
近
江
毛
野
の
名
が
み
え
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。
そ
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し
て
、「
本
来
は
毛
野
臣
と
磐
井
の
話
は
別
々
の
伝
説
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
」
ず
、
両
者
を
関
聯
づ
け
た
の
は
「『
日
本
書
紀
』
撰
編
者
の
作

文
」
で
あ
る
と
い
う
説
を
唱
え
て
お
ら
れ
る
（
『
日
本
書
紀
朝
鮮
関
係
記
事
考
証
』
下
巻
〈
天
山
舎
、
平
成
四
年
十
二
月
〉
二
一
一
～
二
一
二
頁
、
な
お
三
品
氏
前
掲
論

文
、
二
四
～
二
八
頁
も
参
照

）。

　

こ
う
な
る
と
、
そ
も
そ
も
、
近
江
毛
野
の
派
兵
が
乱
の
ほ
ん
と
う
の
発
端
で
あ
っ
た
の
か
も
疑
わ
し
い
。
さ
ら
に
、
山
尾
氏
は
、
南
加
羅
・

㖨
己
呑
の
併
呑
の
年
紀
に
よ
っ
て
、
磐
井
の
乱
を
三
年
繰
り
下
げ
ら
れ
た
が
、
乱
の
契
機
が
南
加
羅
な
ど
の
恢
復
を
め
ざ
す
近
江
毛
野
軍
の
出

兵
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
た
と
え
「
庚
戌
年
（
五
三
〇

）」
に
繰
り
下
げ
た
と
こ
ろ
で
、
南
加
羅
滅
亡
の
壬
子
（
五
三
二

）
以
前
だ
と
い
う
矛
盾
は

解
消
し
な
い
の
で
あ
る
（
亀
井
輝
一
郎
「
磐
井
の
乱
の
前
後
」『
新
版
［
古
代
の
日
本
］』
第
三
巻
〈
角
川
書
店
、
平
成
三
年
十
一
月
〉
所
収
、
一
四
九
頁

）。

　

も
っ
と
も
、『
三
国
史
記
』
新
羅
本
紀
第
四
に
は
、
法
興
王
十
一
年
（
五
二
四

）、
王
が
巡
行
し
て
南
部
国
境
地
帯
の
勢
力
を
拡
大
し
た
こ
と

が
み
え
る
の
で
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
新
羅
が
南
加
羅
・
㖨
己
呑
を
圧
迫
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
近
江
毛
野
の
派
兵
が
そ
れ
を
受
け

て
の
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
筋
が
通
る
の
で
あ
る
（
末
松
保
和
『
任
那
興
亡
史
』〈
大
八
洲
出
版
、
昭
和
二
十
四
年
二
月
〉、
の
ち
『
末
松
保
和
朝
鮮
史

著
作
集
』〈
吉
川
弘
文
館
、
平
成
八
年
七
月
、
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
〉
所
収
、
九
五
頁
参
照

）。

　

毛
野
の
任
那
出
陣
と
磐
井
の
叛
乱
を
別
個
の
記
事
と
み
る
三
品
氏
も
、「
半
島
関
係
の
軍
事
に
は
筑
紫
の
諸
氏
族
が
常
に
関
与
し
て
い
る
か

ら
、
磐
井
の
よ
う
な
有
力
者
が
無
関
係
で
あ
っ
た
は
ず
は
あ
る
ま
い
。
と
す
れ
ば
、
磐
井
と
毛
野
臣
の
指
揮
権
争
い
の
話
も
あ
り
得
て
よ
い
こ

と
」
と
し
、「
筑
紫
君
国
造
磐
井
が
新
羅
・
任
那
な
ど
の
貢
職
の
船
を
誘
致
し
て
、
大
和
側
の
加
羅
経
営
に
対
抗
し
た
と
す
る
書
紀
撰
者
の
見

解
は
、
必
ず
し
も
的
は
ず
れ
で
は
な
い
」
と
の
べ
て
お
ら
れ
る
（
三
品
氏
前
掲
書
、
二
一
一
～
二
一
二
頁

）。
た
し
か
に
、
こ
こ
に
み
え
る
貢
職
船
誘

致
の
話
な
ど
は
、
欽
明
天
皇
三
十
一
年
条
に
み
え
る
、
道
君
が
高
句
麗
使
の
貢
物
を
詐
取
し
た
事
件
を
彷
彿
さ
せ
る
（
鎌
田
元
一
「
国
土
の
統
一
」

岸
俊
男
編
『
王
権
を
め
ぐ
る
戦
い
』〈
中
央
公
論
社
、
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
〉
所
収
、
の
ち
鎌
田
氏
『
律
令
国
家
史
の
研
究
』〈
塙
書
房
、
平
成
二
十
年
二
月
、
引
用
頁
は
こ
れ
に
よ

る
〉
所
収
、
七
〇
～
七
一
頁

）。
ま
た
、
継
体
天
皇
二
十
一
年
条
に
は
潤
色
も
あ
る
が
、
こ
の
あ
と
ふ
れ
る
「
乱
語
揚
言
」
の
よ
う
な
、
真
に
迫
っ
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た
描
写
も
あ
る
の
で
、
毛
野
と
磐
井
の
「
絡
み
」
が
こ
と
ご
と
く
造
作
と
は
思
え
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
、『
日
本
書
紀
』
編
者
が
両
者
を
関

聯
づ
け
て
書
い
て
い
る
の
も
、
ま
っ
た
く
の
臆
測
で
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　

継
体
天
皇
二
十
二
年
十
二
月
条
に
は
、
糟
屋
屯
倉
を
献
上
し
た
記
事
が
み
え
て
い
る
。
こ
の
屯
倉
は
博
多
湾
の
東
部
の
湾
岸
地
域
で
あ
る
。

こ
う
し
た
海
上
交
通
の
要
衝
の
地
を
ヤ
マ
ト
政
権
に
献
じ
た
こ
と
は
そ
れ
な
り
に
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
あ
る
い
は
、
筑
紫
君
は
、
こ

こ
を
拠
点
に
新
羅
と
通
じ
て
い
た
の
か
も
知
れ
ず
、
そ
の
地
を
差
し
出
す
こ
と
は
、
朝
鮮
半
島
と
の
交
渉
を
放
棄
し
た
意
思
表
示
と
み
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。

　

磐
井
の
立
場　

そ
こ
で
つ
ぎ
に
、
右
に
あ
げ
た
「
乱
語
揚
言
」
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
継
体
天
皇
紀
の
叙
述
に
お
い
て
、
乱
の
性
格
と
も

か
か
わ
っ
て
見
逃
せ
な
い
の
は
、
毛
野
の
軍
勢
を
遮
っ
て
磐
井
が
彼
に
放
っ
た
、「
今
為
二
使
者
一。
昔
為
二
吾
伴
一。
摩
レ
肩
触
レ
肘
。
共
器
同

食
。
安
得
四
率
爾
為
レ
使
。
俾
三
余
自
二
伏
儞
前
一。」
と
い
う
暴
言
で
あ
る
。

　

山
尾
氏
は
、「
こ
の
こ
と
ば
が
ど
れ
く
ら
い
信
用
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
は
か
な
り
問
題
で
、
分
か
る
の
は
、
せ
い
ぜ
い
『
日
本
書
紀
』
の

編
纂
者
の
磐
井
に
つ
い
て
の
見
方
で
」
あ
る
と
し
て
、『
日
本
書
紀
』
編
者
は
、「
若
い
時
代
の
磐
井
が
、
近
江
毛
野
と
一
緒
に
大
王
の
宮
廷
に

仕
え
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
」
と
理
解
し
て
い
た
と
考
え
て
お
ら
れ
る
（
山
尾
氏
前
掲
論
文
、
一
二
四
～
一
二
五
頁

）。
そ
し
て
、
こ
の
や
り
と
り
か

ら
、
磐
井
が
若
い
こ
ろ
に
河
内
か
大
和
の
宮
廷
に
お
い
て
大
王
の
靭
負
（
大
王
親
衛
隊

）
と
し
て
長
ら
く
滞
在
し
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
と
い

う
。

　

筆
者
も
、
こ
の
発
言
が
、
実
際
の
磐
井
の
発
し
た
言
葉
を
そ
の
ま
ま
写
し
取
っ
た
も
の
と
は
思
わ
な
い
。
第
一
、
前
述
の
よ
う
に
、
ほ
ん
と

う
に
近
江
毛
野
が
磐
井
の
軍
と
対
峙
し
た
か
も
疑
わ
し
い
。

　

水
谷
千
秋
氏
は
、
こ
う
し
た
磐
井
の
発
言
が
、
帝
紀
に
依
拠
し
た
と
み
ら
れ
る
「
不
レ
従
二
天
皇
之
命
一
而
。
多
レ
无
レ
礼
」「
豪
強
暴
虐
。
不

レ
偃
二
皇
風
一。」
と
い
っ
た
『
古
事
記
』
や
『
筑
後
国
風
土
記
』
逸
文
の
表
現
と
符
合
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
帝
紀
の
所
伝
を
も
と
に
創
作
さ
れ
た
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可
能
性
が
あ
る
と
し
て
お
ら
れ
る
（
「
継
体
天
皇
と
磐
井
の
乱
」『
継
体
天
皇
と
古
代
の
王
権
』〈
和
泉
書
院
、
平
成
二
年
十
月
〉
所
収
、
二
四
六
頁

）。
筆
者
は
、
氏

が
、『
筑
後
国
風
土
記
』
の
文
が
『
古
事
記
』（
あ
る
い
は
か
そ
の
も
と
に
な
っ
た
帝
紀

）
に
も
と
づ
く
と
す
る
推
測
は
根
拠
に
乏
し
い
と
思
う
が
、『
日

本
書
紀
』
に
み
え
る
発
言
の
内
容
を
「
創
作
」
と
言
い
切
る
こ
と
に
は
た
め
ら
い
を
覚
え
る
。

　

か
り
に
こ
れ
が
『
日
本
書
紀
』
編
者
の
造
作
だ
と
し
て
も
、
編
者
が
磐
井
と
毛
野
の
関
係
を
「
共
器
同
食
」
の
間
柄
と
認
識
し
た
上
で
の
作

文
だ
と
考
え
れ
ば
、
た
ん
な
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
片
付
け
て
し
ま
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
長
山
泰
孝
氏
も
、「
こ
の
言
葉
が
磐
井
が
反

乱
に
起
ち
上
っ
た
真
相
を
衝
い
た
も
の
と
し
て
宮
廷
人
に
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
事
実
と
み
と
め
て
よ
い
だ
ろ
う
」
と
の
見
解
を
示
し
て

お
ら
れ
る
が
（
「
前
期
大
和
政
権
の
支
配
体
制
」『
日
本
歴
史
』
四
三
二
、
昭
和
五
十
九
年
五
月
、
の
ち
長
山
氏
『
古
代
国
家
と
王
権
』〈
吉
川
弘
文
館
、
平
成
四
年
十
月
〉
所
収
、

引
用
は
後
者
に
よ
る
。
七
五
頁

）、
筆
者
も
同
意
見
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
磐
井
の
発
言
に
あ
る
「
共
器
同
食
」
が
「
靱
大
伴
」
と
し
て
中
央
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
指
す
の
か
は
（
山
尾
氏
前
掲
論
文
、
一
二
四

～
一
二
八
頁

）、
検
討
の
餘
地
が
あ
る
。
長
山
氏
に
よ
れ
ば
、
継
体
天
皇
朝
以
前
の
ヤ
マ
ト
政
権
（
長
山
氏
は
こ
れ
を
「
前
期
大
和
政
権
」
と
称
す
る

）
の

政
治
体
制
は
、
た
ん
な
る
畿
内
豪
族
を
中
心
と
す
る
聯
合
政
権
で
は
な
く
、
有
力
首
長
相
互
の
全
国
的
な
同
盟
関
係
に
も
と
づ
い
て
い
た
と
い

う
。
そ
し
て
、
地
方
豪
族
も
朝
廷
に
出
仕
し
て
、
外
交
や
軍
事
に
起
用
さ
れ
、
中
央
豪
族
と
と
も
に
国
政
に
参
与
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う

（
長
山
氏
前
掲
論
文
、
六
〇
～
七
八
頁

）。

　

こ
う
し
た
氏
の
構
想
を
参
考
に
す
れ
ば
、「
共
器
同
食
」
の
発
言
も
靭
負
と
し
て
奉
仕
を
い
う
の
で
は
な
く
、
い
ま
少
し
重
要
な
立
場
で
ヤ

マ
ト
政
権
に
仕
え
て
い
た
こ
と
を
い
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
長
山
氏
は
、
こ
の
発
言
に
は
、
そ
れ
ま
で
首
長
聯
合
的
な
政
治
体

制
か
ら
大
王
の
専
制
君
主
化
を
進
め
つ
つ
あ
る
ヤ
マ
ト
政
権
に
対
す
る
地
方
豪
族
層
の
不
満
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
が
（
長
山
氏
前
掲
論

文
、
八
一
頁

）、
そ
こ
ま
で
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
か
は
一
抹
の
不
安
が
残
る
。

　

筑
紫
は
「
地
域
国
家
」
か　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
小
論
で
は
、
と
く
に
断
り
も
な
し
に
、「
磐
井
の
乱
」「
磐
井
の
叛
乱
」
と
い
う
表
現
を
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用
い
て
き
た
が
、「
共
器
同
食
」
に
関
聯
し
て
、
こ
の
用
語
に
も
言
及
し
て
お
く
。

　

こ
れ
ら
の
用
語
は
、
継
体
天
皇
紀
に
「
陰
謨
二
叛
逆
一
」「
筑
紫
磐
井
反
。
掩
二
有
西
戎
之
地
一
」
と
あ
り
、
あ
る
い
は
継
体
天
皇
記
に
「
竺
紫

君
石
井
。
不
レ
従
二
天
皇
之
命
一
而
。
多
レ
无
レ
礼
」
と
あ
る
記
述
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
異
を
唱
え
た
の
が
、
森
浩
一
氏
で
あ
る
。
氏
は
、「
地
域
国
家
」
論
の
立
場
か
ら
、
磐
井
を
「
筑
紫
王
」、
す
な
わ
ち
「
筑
紫
と
い
う

地
域
国
家
の
王
」
と
み
、「
地
域
国
家
の
王
と
し
て
の
磐
井
の
立
場
で
は
、
侵
入
者
と
戦
う
こ
と
は
当
然
の
行
為
で
あ
る
」
と
し
て
、「
乱
」「
叛

乱
」
と
い
う
表
現
を
捨
て
て
「
継
体
・
磐
井
戦
争
」
と
い
う
用
語
を
採
用
し
て
お
ら
れ
る
（
『
敗
者
の
古
代
史
』〈
中
経
出
版
、
平
成
二
十
五
年
六
月
〉
一
六

四
～
一
六
八
頁

）。
磐
井
の
乱
が
「
叛
乱
」
と
い
う
に
こ
と
ば
に
値
す
る
か
ど
う
か
を
疑
問
視
す
る
声
は
そ
れ
以
前
か
ら
あ
り
、
た
と
え
ば
、
鬼

頭
清
明
氏
は
「
磐
井
の
側
も
、
大
和
政
権
に
対
す
る
一
定
の
身
分
秩
序
の
一
部
を
構
成
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
北
九
州
一
円
を
支
配
す

る
相
対
的
自
立
性
を
も
っ
た
政
治
権
力
と
し
て
大
和
政
権
と
戦
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」（
「
日
本
民
族
の
形
成
と
国
際
的
契
機
」『
大
系
・
日
本
国
家

史
』
第
一
巻
〈
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
五
十
年
九
月
〉
一
〇
〇
頁

）
と
い
い
、
ま
た
、
直
木
孝
次
郎
氏
も
「
磐
井
戦
争
と
い
っ
て
も
よ
い
」（
井
上
光
貞
他
『
国

家
成
立
の
謎
』〈
平
凡
社
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
〉
所
収
、
一
三
四
頁

）
と
の
べ
て
お
ら
れ
る
。

　

記
紀
編
者
の
主
観
か
ら
の
脱
却
を
唱
え
る
森
氏
の
姿
勢
に
は
賛
意
を
表
す
る
が
、
し
か
し
、
は
た
し
て
、
門
脇
禎
二
氏
の
い
う
「
地
域
国

家
」
な
る
概
念
は
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
磐
井
の
乱
の
史
料
批
判
と
い
う
小
論
の
主
旨
か
ら
は
い
さ
さ
か
逸
脱
す
る
が
、
こ
と
は
磐
井
の

乱
の
評
価
に
も
か
か
わ
る
の
で
、
以
下
は
し
ば
ら
く
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

こ
こ
に
い
う
「
地
域
国
家
」
論
は
、
門
脇
氏
が
「
古
代
社
会
論
」（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
第
二
巻
〈
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
年
十
月
〉
所
収

）
以
来
、
本

格
的
に
提
唱
し
て
こ
ら
れ
た
独
自
の
構
想
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
氏
は
、
統
一
国
家
が
形
成
さ
れ
る
の
は
六
世
紀
中
頃
以
降
の
こ
と
と
し
て
、

そ
れ
以
前
を
地
域
国
家
の
段
階
と
定
義
し
、
ヤ
マ
ト
地
域
国
家
（
い
わ
ゆ
る
「
ヤ
マ
ト
政
権
」
を
指
す

）
と
と
も
に
、
筑
紫
や
吉
備
や
毛
野
な
ど
の
地

域
国
家
が
併
存
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
む
ろ
ん
、
氏
は
、
ヤ
マ
ト
地
域
国
家
の
、
他
の
地
域
国
家
に
対
す
る
相
対
的
な
優
位
性
を
否
定
し
て
お
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ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
あ
え
て
「
国
家
」
と
い
う
こ
と
ば
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ヤ
マ
ト
地
域
国
家
に
対
し
か

な
り
の
独
自
性
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
認
め
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
門
脇
氏
の
「
地
域
国
家
」
論
を
詳
し
く
論
じ
る
餘
裕
は
な
い
が
、
年
来
の
疑
問
を
二
つ
あ
げ
て
お
く
。

　

第
一
は
、
磐
井
が
「
君
（
公
）」
と
い
う
カ
バ
ネ
を
有
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
カ
バ
ネ
は
、
原
初
的
に
は
身
分
の
高
い
家
の
人
々
に
対
す
る

尊
称
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
次
第
に
序
列
化
さ
れ
、
や
が
て
は
ヤ
マ
ト
政
権
が
従
属
的
政
治
集
団
の
首
長
ら
に
与
え
た
称
号
と
な
り
、

磐
井
の
時
代
に
は
す
で
に
定
着
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
磐
井
自
身
が
授
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
彼
が
ヤ
マ
ト
政
権
に
従
属
し
て
い

た
動
か
ぬ
証
拠
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
さ
き
の
都
出
比
呂
志
氏
の
論
文
（
「
前
方
後
円
墳
体
制
と
地
域
権
力
」
門
脇
禎
二
編
『
日
本
古
代
国
家
の
展

開
』
上
巻
〈
思
文
閣
出
版
、
平
成
七
年
十
一
月
〉
所
収

）
や
中
司
照
世
氏
の
研
究
（
「
考
古
学
か
ら
見
た
四
・
五
世
紀
の
ヤ
マ
ト
政
権
と
吉
備
（
前
編
）
―
吉
備
の
動
静
に
言

及
す
る
前
に
―
」『
つ
ど
い
』
二
九
七
、
平
成
十
二
年
十
月

）
に
詳
し
い
の
で
、
そ
れ
に
よ
る
。

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
前
方
後
円
墳
は
、
単
な
る
墓
で
は
な
く
、
当
時
の
王
権
の
首
長
を
軸
と
し
た
聯
合
政
権
の
共
通
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
つ
く
ら
れ
た
、
き
わ
め
て
政
治
的
色
彩
の
つ
よ
い
記
念
物
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
方
後
円
墳
が
、
出
現
当
初
か
ら
、
一
定
の
規
格
性
を

も
っ
て
お
り
、
埋
葬
施
設
や
副
葬
品
な
ど
に
共
通
し
た
特
色
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
立
証
さ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
前
方
後
円
墳
の

分
布
が
、
か
な
り
の
範
囲
に
お
よ
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
古
墳
時
代
前
期
に
は
、
す
で
に
西
日
本
規
模
の
政
治
的
聯
合
体
が
形
成
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
そ
の
中
軸
的
な
存
在
と
し
て
、
大
和
を
中
心
と
す
る
政
治
集
団
の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
大
和
を
中
心
と

す
る
政
権
の
最
高
首
長
は
、
三
輪
山
周
辺
・
曽
布
・
葛
城
・
河
内
南
部
・
和
泉
北
部
な
ど
大
和
と
河
内
の
勢
力
を
中
心
に
、
南
山
城
・
乙
訓
・

三
島
野
な
ど
も
加
わ
っ
た
畿
内
（
当
時
は
ま
だ
畿
内
と
い
う
概
念
は
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
使
用

）
各
地
の
政
治
集
団
の
聯
合
体
に
よ
っ
て

さ
さ
え
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
西
日
本
各
地
の
地
域
政
権
と
も
聯
合
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
古
墳
こ
そ
は
、
ヤ
マ
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ト
政
権
と
各
地
の
首
長
の
政
治
的
関
係
を
反
映
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

門
脇
氏
は
「
各
地
に
お
け
る
巨
大
古
墳
造
営
に
み
る
新
し
い
葬
送
儀
礼
の
う
け
い
れ
は
、
そ
の
ま
ま
地
域
の
王
（
あ
る
い
は
豪
族
）
が
ヤ
マ

ト
国
家
の
「
国
造
」
的
従
属
に
入
っ
た
こ
と
の
表
示
と
み
ら
れ
が
ち
だ
が
、
実
は
そ
れ
は
確
証
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
い
」（
門
脇
氏
前
掲
論
文
、
三

四
〇
頁

）
と
さ
れ
た
が
、
や
は
り
、
前
方
後
円
墳
は
ヤ
マ
ト
政
権
を
軸
と
し
た
聯
合
政
権
の
共
通
の
シ
ン
ボ
ル
と
と
ら
え
た
ほ
う
が
無
理
が
な

い
よ
う
に
思
う
。

　

以
上
の
二
点
か
ら
、
こ
の
時
代
の
地
方
の
政
治
集
団
の
首
長
は
、
ヤ
マ
ト
政
権
と
同
盟
的
な
服
属
関
係
を
結
ん
で
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ

る
。
鬼
頭
氏
は
、
こ
う
し
た
カ
バ
ネ
や
古
墳
（
前
方
後
円
墳

）
に
つ
い
て
、
磐
井
が
「
何
ら
か
の

0

0

0

0

関
係
を
大
和
政
権
と
の
間
に
保
持
し
た
こ
と
は

推
定
し
て
よ
か
ろ
う
」（
「
日
本
民
族
の
形
成
と
国
際
的
契
機
」〈
前
掲
〉
九
九
頁
、
傍
点
＝
荊
木

）
と
そ
の
評
価
に
消
極
的
だ
が
、
こ
れ
は
や
は
り
「
従
属
的

な
政
治
聯
合
」
と
表
現
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、「
そ
れ
を
あ
え
て
地
域
国
家
と
い
わ
な
く
と
も
、
地
域
権
力
と
表

現
し
、
そ
の
史
的
意
義
を
主
張
す
る
こ
と
で
、
十
分
に
そ
の
目
的
は
達
し
う
る
」
し
（
都
出
氏
前
掲
論
文
、
六
九
頁

）、
や
や
厳
し
い
表
現
を
と
れ

ば
、
か
か
る
用
語
の
濫
用
は
、「
国
家
あ
る
い
は
王
権
に
対
す
る
無
理
解
か
ら
発
し
た
」
発
想
だ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
（
長
山
泰
孝
「
国
家
形
成

史
の
一
視
角
」『
大
阪
大
学
教
養
部
研
究
集
録
』
人
文
・
社
会
科
学
第
三
一
輯
、
の
ち
長
山
氏
『
古
代
国
家
と
王
権
』〈
前
掲
〉
三
三
頁
及
び
前
掲
論
文
、
七
六
頁
参
照
）。
そ
れ
ゆ

え
、
記
紀
編
者
の
史
観
と
は
べ
つ
に
、
磐
井
の
行
為
を
ヤ
マ
ト
政
権
の
地
方
支
配
と
の
か
か
わ
り
で
「
叛
乱
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
不

適
切
で
は
あ
る
ま
い
。
小
論
が
、
森
氏
の
提
唱
す
る
「
戦
争
」
の
用
語
に
よ
ら
ず
、
あ
え
て
旧
来
か
ら
の
用
語
に
よ
っ
た
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
当

時
の
ヤ
マ
ト
政
権
と
筑
紫
の
政
治
集
団
と
の
関
係
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
『
藝
文
類
聚
』
の
影
響　

さ
て
、
つ
ぎ
に
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
当
該
記
事
に
お
け
る
文
飾
の
問
題
で
あ
る
。

　

こ
れ
も
、
す
で
に
河
村
秀
根
『
書
紀
集
解
』
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
継
体
天
皇
紀
二
十
一
年
八
月
条
か
ら
翌
二
十
二
年
十
一
月

条
に
か
け
て
は
漢
籍
に
よ
る
、
夥
し
い
潤
色
が
あ
る
。
当
該
条
に
は
、
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秋
八
月
辛
卯
朔
。
ａ
詔
曰
。
咨
。
大
連
、
惟
茲
磐
井
弗
率
。
汝
徂
征
。
物
部
麁
鹿
火
大
連
再
拜
言
。
ｂ
嗟
。
夫
磐
井
西
戎
之
峡
猾
。
負
川

阻
而
不
庭
。
ｃ
憑
山
峻
而
称
乱
。
ｄ
敗
徳
反
道
。
侮
匁
自
賢
。
ｅ
在
昔
道
臣
。
爰
及
室
屋
。
助
帝
而
罰
。
拯
民
塗
炭
。
彼
此
一
時
。
唯
天

所
贊
。
臣
恆
所
重
。
能
不
恭
伐
。
詔
曰
、
ｆ
良
将
之
軍
也
。
施
恩
推
恵
。
怒
己
治
人
。
攻
如
河
決
。
戦
如
風
發
。
重
詔
曰
。
ｇ
大
将
民
之

司
命
。
社
稷
存
亡
。
於
是
乎
在
。
ｈ
勗
哉
。
恭
行
天
罰
。
ｉ
天
皇
親
操
斧
鉞
。
授
大
連
曰
。
ｊ
長
門
以
東
朕
制
之
。
筑
紫
以
西
汝
制
之
。

専
行
賞
罰
。
勿
煩
頻
奏
。

　
　

廿
二
年
冬
十
一
月
甲
寅
朔
甲
子
。
大
将
軍
物
部
大
連
麁
鹿
火
。
親
与
二
賊
帥
磐
井
一
交
二
戦
於
筑
紫
御
井
郡
一。
ｋ
旗
鼓
相
望
。
埃
塵
相
接
。

決
二
機
両
陣
之
間
一。
不
レ
避
二
萬
死
之
地
一。
遂
斬
二
磐
井
一。
果
定
二
疆
埸
一。（
後
略

）

　

と
あ
る
が
、
傍
線
を
施
し
た
ａ
～
ｋ
の
部
分
は
い
ず
れ
も
中
国
の
典
籍
の
文
章
を
多
少
改
変
し
て
綴
り
合
わ
せ
た
も
の
だ
と
い
う
（
小
島
憲

之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
部
文
学
』
上
〈
塙
書
房
、
昭
和
三
十
七
年
九
月
〉
三
八
八
～
三
八
九
頁
ほ
か
）。
た
と
え
ば
、
ａ
は
『
尚
書
』
に
「
帝
曰
。
咨
禹
。
惟
茲

有
苗
弗
率
。
汝
徂
征
」
と
あ
る
も
の
に
一
致
し
、
ま
た
、
ｇ
も
『
抱
朴
子
』
に
「
大
将
民
之
司
命
。
社
稷
存
亡
。
於
是
乎
在
」
に
一
致
す
る
と

い
っ
た
た
ぐ
い
で
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
う
し
た
潤
色
は
、
中
国
の
古
典
を
原
文
で
は
な
く
、『
藝
文
類
聚
』
に
よ
っ
た
こ
と
が
、
小
島
氏
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
（
前
掲
書
、
一
一
四
～
一
三
二
頁

）。
欧
陽
詢
の
『
藝
文
類
聚
』
は
七
世
紀
前
半
に
出
来
た
中
国
の
類
書
の
一
つ
で
、
現
存
し
な
い
詩
文
を
多
数

引
用
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
日
本
に
も
は
や
く
か
ら
齎
さ
れ
、『
日
本
書
紀
』
編
者
も
利
用
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

山
尾
氏
は
、
潤
色
を
理
由
に
、
右
の
二
十
一
年
八
月
一
日
条
は
「
歴
史
的
な
事
実
を
推
測
す
る
際
に
、
根
拠
と
し
て
は
あ
ま
り
役
に
立
た
な

い
、
証
拠
力
が
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
（
山
尾
氏
前
掲
論
文
、
一
一
〇
一
～
一
一
頁

）、
こ
う
し
た
意
見
を
支
持
す
る
研
究
者

も
少
な
く
な
い
。

　

た
し
か
に
、
右
の
磐
井
の
乱
の
記
事
も
、
漢
籍
に
よ
る
文
飾
の
甚
だ
し
い
こ
と
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、
筆
者
は
、
漢
籍
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に
よ
っ
て
文
を
成
す
こ
と
と
、
表
現
さ
れ
た
内
容
が
虚
構
か
ど
う
か
は
わ
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
天
武
天
皇
紀
上
の
壬
申
の
乱
の

描
写
で
も
、
漢
籍
に
よ
る
潤
色
（
直
接
利
用
で
あ
れ
、
間
接
利
用
で
あ
れ

）
が
夥
し
い
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
壬
申

の
乱
の
記
述
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
う
。『
日
本
書
紀
』
編
者
の
脳
裏
に
は
、
こ
う
い
う
場
面
を
描
写
し
た
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
そ
れ
に
合
う
よ
う
な
文
例
を
探
し
た
と
い
う
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
と
す
れ
ば
、
出
来
上
が
っ
た
文
章
も
、
た
と
え
文
飾

が
あ
る
に
せ
よ
、
編
者
の
抱
く
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
そ
の
文
章
の
背
後
に
は
核
に
な
る
史
実
の
存
し
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
ａ
の
「
惟
茲
磐
井
弗
レ
率
」
と
い
う
部
分
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
事
件
に
関
す
る
事
実
を
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
『
古

事
記
』
の
「
竺
紫
君
石
井
。
不
レ
従
二
天
皇
之
命
一
而
。
多
レ
无
レ
礼
」
と
共
通
し
て
い
る
。
だ
と
す
る
と
、
こ
の
一
文
も
ま
っ
た
く
の
創
作
と
は

い
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
記
紀
に
共
通
す
る
、
天
皇
が
服
従
し
な
い
磐
井
の
征
討
を
麁
鹿
火
に
命
じ
た
と
い
う
部
分
も
（
た
だ
し
、『
古
事
記
』
で

は
大
伴
金
村
も
同
行
し
た
と
あ
る

）、
な
に
か
拠
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

同
様
に
、
ｂ
「
負
川
阻
而
不
庭
」
や
ｃ
「
憑
山
峻
而
称
乱
」
の
よ
う
な
、
磐
井
が
地
の
利
を
利
用
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、『
日
本
書
紀
』

編
者
の
側
に
は
な
ん
ら
か
の
情
報
あ
っ
て
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
文
飾
だ
と
も
考
え
う
る
の
で
あ
る
。

　

不
思
議
に
思
う
の
は
、
ど
う
し
た
こ
と
か
、『
日
本
書
紀
』
編
者
が
こ
の
事
件
の
描
写
に
力
を
込
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
三
品
氏
前
掲
書
、
二

一
二
頁

）。
大
仰
な
文
飾
も
そ
の
一
端
だ
が
、
筆
者
が
と
く
に
注
目
し
た
い
の
は
、
金
村
の
派
遣
に
か
か
わ
っ
て
三
度
出
て
く
る
継
体
天
皇
の
詔

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詔
に
よ
れ
ば
、
天
皇
は
毅
然
と
し
た
態
度
で
叛
乱
に
臨
ん
だ
か
の
ご
と
く
で
あ
り
、
あ
た
か
も
継
体
天
皇
を
顕
彰
す
る
か

の
よ
う
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
い
っ
た
い
、『
日
本
書
紀
』
は
、
継
体
天
皇
を
す
ぐ
れ
た
天
皇
と
し
て
描
い
て
い
る
が
（
こ
れ
は
、『
日
本
書
紀
』
の

編
纂
に
か
か
わ
っ
た
歴
代
天
皇
が
、
い
ず
れ
も
継
体
天
皇
の
直
系
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
あ
る
意
味
当
然
で
あ
る
が

）、
磐
井
の
乱
の
描
写
も
そ
れ
に
通
じ
る
も

の
が
あ
る
。
編
者
は
、
磐
井
の
乱
を
詳
述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
鎮
定
し
た
継
体
天
皇
の
す
ぐ
れ
た
君
主
ぶ
り
を
、
読
む
も
の
に
強
く
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印
象
づ
け
よ
う
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
　
　
　

二
、『
古
事
記
』
の
記
載
を
め
ぐ
っ
て

　
『
古
事
記
』
の
石
井　

以
上
、『
日
本
書
紀
』
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
磐
井
の
乱
の
こ
と
は
『
古
事
記
』
継
体
天
皇
段
に
も
み
え
て
い
る
。

　
　

此
之
御
世
。
竺
紫
君
石
井
。
不
レ
従
二
天
皇
之
命
一
而
。
多
レ
无
レ
礼
。
故
。
遣
二
物
部
荒
甲
之
大
連
・
大
伴
之
金
村
連
二
人
一
而
。
殺
二
石
井
一

也
。

　
　
（
読
み
下
し
文
）

　
　

此こ

の
御み

世よ

に
、
竺つ

く
し
の紫

君き
み
の

石い
は

井ゐ

、
天

す
め
ら

皇み
こ
と

の
命み

こ
と

に
従
は
ず
し
て
、
礼ゐ

や

无な

き
こ
と
多
し
。
故か

れ

、
物

も
の
の

部べ

荒あ
ら

甲か
ひ

之の

大お
ほ

連む
ら
じ・

大お
ほ

伴と
も

之の

金か
な

村む
ら
の

連む
ら
じ

の

二ふ
た
り人

を
遣つ

か
はし

て
石い

は

井ゐ

を
殺
し
き
。

　

こ
れ
は
、
前
述
の
よ
う
に
、『
古
事
記
』
と
し
て
は
珍
し
い
記
述
だ
が
、
記
紀
を
比
較
す
る
と
、『
日
本
書
紀
』
の
ほ
う
が
は
る
か
に
詳
細
で

あ
る
。『
古
事
記
』
は
、
磐
井
が
挙
兵
す
る
直
接
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
近
江
毛
野
の
任
那
派
兵
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
ふ
れ
て
い
な
い
。
坂

本
氏
は
、
こ
う
し
た
『
古
事
記
』
程
度
の
こ
と
が
「
も
と
の
事
実
の
伝
承
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
、「
私
は
磐
井
の
叛
に
つ
い
て
事
実
と
し
て
信

ず
る
に
足
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
は
帝
紀
か
ら
と
っ
た
で
も
あ
ろ
う
こ
の
古
事
記
の
記
事
に
尽
き
て
い
る
」（
坂
本
氏
前
掲
論
文
、
三
四
四
～
三
四
五

頁

）
と
の
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
筆
者
も
お
そ
ら
く
そ
う
だ
と
思
う
。

　

す
で
に
塚
口
義
信
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
が
と
も
に
し
る
す
歴
代
天
皇
の
系
譜
や
事
蹟
は
、
と
も
に
六

世
紀
中
葉
の
欽
明
天
皇
朝
に
成
書
化
さ
れ
た
帝
紀
（
い
わ
ゆ
る
「
原
帝
紀
」）
に
依
拠
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（「〝
原
帝
紀
〟
成
立
の
思
想

的
背
景
」『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
三
三
、
平
成
三
年
十
二
月
、
一
一
二
～
一
二
〇
頁
・「
武
烈
天
皇
の
虚
像
と
実
像
」『
つ
ど
い
』
八
七
〈
平
成
七
年
十
月
〉
二
～
三
頁

）。
し
た
が
っ
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て
、
継
体
天
皇
に
つ
い
て
も
、
伊
波
礼
の
玉
穂
宮
で
天
下
を
治
め
た
こ
と
、
応
神
天
皇
の
五
世
孫
だ
っ
た
こ
と
、
手
白
香
皇
后
を
は
じ
め
複
数

の
后
妃
・
皇
子
皇
女
が
い
た
こ
と
（
た
だ
し
、
記
紀
の
あ
い
だ
で
は
出
入
り
が
あ
る

）、
摂
津
国
の
三
嶋
郡
に
葬
ら
れ
た
こ
と
な
ど
は
、「
原
帝
紀
」
に
し

る
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
、
継
体
天
皇
は
六
世
紀
前
半
の
天
皇
で
あ
り
、
そ
れ
は
、「
原
帝
紀
」
の
編
纂
さ
れ
た
欽
明
天
皇
朝
か
ら
、
た
か
だ
か
数
十
年
前

の
人
物
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
け
っ
し
て
忘
却
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
遠
い
過
去
の
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
事
実
を
い
ち
じ
る
し
く
歪
め
て
し
る

す
こ
と
な
ど
不
可
能
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
右
に
あ
げ
た
記
述
は
、
か
な
り
史
実
に
近
い
と
み
て
よ
い
は
ず
で
、
磐
井
の
乱
が
、
継
体

天
皇
朝
に
勃
発
し
た
叛
乱
だ
っ
た
こ
と
も
、
基
本
的
に
は
事
実
と
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
記
紀
が
と
も
に
継
体
天
皇
朝
に
決
着
が

つ
い
た
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
こ
の
叛
乱
の
鎮
定
が
、
欽
明
天
皇
朝
ま
で
持
ち
越
さ
れ
た
と
す
る
山
尾
説
（
山
尾
氏
前
掲
論
文
、
一

五
〇
～
一
五
四
頁

）
に
は
い
さ
さ
か
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　

た
だ
、
磐
井
の
乱
に
つ
い
て
は
、
記
紀
の
記
述
は
か
な
ら
ず
し
も
お
な
じ
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、『
日
本
書
紀
』
が
物
部
麁
鹿
火
を
将
軍

と
し
て
い
る
の
に
対
し
、『
古
事
記
』
で
は
大
伴
金
村
と
と
も
に
派
遣
し
た
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

　

こ
の
記
述
に
か
か
わ
っ
て
興
味
深
い
の
は
、『
日
本
書
紀
』
継
体
天
皇
二
十
一
年
八
月
条
に
お
い
て
、
天
皇
の
命
令
に
対
す
る
麁
鹿
火
の
答

え
の
な
か
に
「
在
昔
道
臣
。
爰
及
二
室
屋
一。
助
レ
帝
而
罰
。
拯
二
民
塗
炭
一。
彼
此
一
時
」
と
あ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
伴
氏
の
祖
先
の
功

業
を
顕
彰
す
る
文
言
で
あ
っ
て
、
本
居
宣
長
が
「
物
部
氏
の
人
の
、
他
姓
の
大
伴
の
祖
の
功
を
の
み
申
さ
む
こ
と
、
あ
る
べ
く
も
お
ぼ
え
ず
」

と
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
（
『
古
事
記
伝
』
四
十
四
之
巻
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
二
巻
〈
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
〉
三
九
五
頁

）。
お
そ
ら
く
は
、『
古

事
記
』
が
伝
え
る
よ
う
な
、
物
部
麁
鹿
火
・
大
伴
金
村
の
二
人
が
派
遣
さ
れ
た
と
す
る
所
伝
が
あ
り
、
上
の
文
言
も
そ
れ
と
混
乱
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
だ
と
す
る
と
、
金
村
が
天
皇
に
麁
鹿
火
を
推
し
た
と
す
る
く
だ
り
も
、
別
系
統
の
所
伝
か
、『
日
本
書
紀
』
編
者
の
脚
色
と
考
え
ら
れ

る
。
他
の
部
分
と
の
関
聯
で
い
え
ば
、
後
者
の
可
能
性
が
大
き
い
と
思
う
。
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な
お
、
山
尾
氏
は
、『
古
事
記
』
武
烈
・
継
体
天
皇
段
が
、

　

Ａ
天
皇
既
崩
。
無
レ
可
レ
知
二
日
継
之
王
。
故
品
太
天
皇
之
五
世
之
孫
。
袁
本
杼
命
。
而
近
淡
海
国
。
令
二
上
坐
一
而
。
合
二
手
白
髪
命
一
授
二
奉

天
下
一
也
。

　

Ｂ
品
太
王
五
世
孫
。
袁
本
杼
命
。
坐
二
伊
波
礼
之
玉
穂
宮
一
治
二
天
下
一
也
。（
中
略

）

　

  Ａ′
此
之
御
世
。
竺
紫
君
石
井
。
不
レ
従
二
天
皇
之
命
一
而
。
多
レ
无
レ
礼
。
故
。
遣
二
物
部
荒
甲
之
大
連
・
大
伴
之
金
村
連
二
人
一
而
。
殺
二
石
井
一

也
。

　

  Ｂ′
天
皇
御
年
肆
拾
参
歳
。
丁
未
年
四
月

九
日
崩
也
。 

御
陵
者
三
嶋
藍
陵
也
。

　

と
な
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
  Ａ′
の
部
分
は
継
体
天
皇
の
特
異
な
即
位
事
情
で
あ
る
Ａ
に
対
応
し
た
、
特
異
な
譲
位
事
情
と
し
て
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
  Ａ′
が
た
ん
に
磐
井
の
乱
と
い
う
、
継
体
天
皇
朝
の
歴
史
的
事
件
を
記
載
し
た
も
の
で
な
く
、
そ
れ
が
天
皇
の
退
位

（
山
尾
氏
は
「
退
位
」
と
み
る

）
の
原
因
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
（
山
尾
氏
前
掲
論
文
、
一
五
〇
～
一
五
四
頁

）。
し
か
し
、
水
谷
氏
も
批

判
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
（
水
谷
氏
前
掲
論
文
、
二
四
〇
頁

）、『
古
事
記
』
の
文
か
ら
そ
こ
ま
で
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
水
谷
氏
は
、
山
尾
氏
と
は
ぎ
ゃ
く
に
、
継
体
天
皇
は
、
乱
に
勝
利
し
た
こ
と
で
、
名
実
と
も
に
政
権
基
盤
を
確
立
し
た
の
で
あ

り
、
乱
は
皇
位
継
承
に
か
か
わ
る
重
大
な
事
件
と
し
て
『
古
事
記
』
に
記
録
さ
れ
た
と
み
て
い
る
（
水
谷
氏
前
掲
論
文
、
二
三
九
～
二
四
〇
頁

）。

　

こ
れ
は
ユ
ニ
ー
ク
な
解
釈
だ
が
、
や
は
り
疑
問
も
残
る
。
た
し
か
に
、『
古
事
記
』
が
継
体
天
皇
段
に
磐
井
（
石
井

）
の
乱
の
こ
と
を
掲
げ

て
い
る
の
は
異
例
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
Ａ
に
あ
げ
た
即
位
の
経
緯
に
関
す
る
記
述
と
と
も
に
、
武
烈
天
皇
記
以
後
で
は
異
色
の
記
載
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
合
二
手
白
髪
命
一
授
二
奉
天
下
一
也
」
と
い
う
即
位
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
手
白
香
皇
女
を
王
権
の
正
統
な
後
継
者
と
み
る

『
古
事
記
』
下
巻
の
立
場
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
塚
口
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
思
想
は
、
さ
ら
に
溯
れ
ば
、
欽
明
天
皇
朝
に
編
ま
れ
た

「
原
帝
紀
」
に
淵
源
を
も
つ
も
の
で
、
そ
れ
は
、
一
言
で
い
え
ば
、
仁
徳
・
履
中
天
皇
系
王
統
を
是
と
し
て
、
允
恭
天
皇
系
の
そ
れ
を
非
と
す
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る
思
想
だ
と
い
う
。
欽
明
天
皇
朝
に
お
い
て
は
、
畿
外
出
身
の
継
体
天
皇
系
の
グ
ル
ー
プ
と
、
仁
徳
・
履
中
天
皇
の
流
れ
を
汲
む
グ
ル
ー
プ
と

が
対
立
し
て
お
り
（
継
体
天
皇
の
大
和
入
り
が
遅
れ
た
こ
と
も
、
継
体
天
皇
陵
が
摂
津
に
築
か
れ
た
こ
と
な
ど
、
天
皇
に
か
か
わ
る
不
審
な
記
述
も
、
こ
う
し
た
反
目
と
の
か
か

わ
り
で
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う

）、
欽
明
天
皇
が
「
原
帝
紀
」
の
編
纂
を
思
い
立
っ
た
の
は
、
そ
の
王
統
の
正
統
性
を
主
張
す
る
た
め
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
（
塚
口
氏
前
掲
論
文
、
一
一
二
～
一
二
〇
頁

）。

　

そ
う
な
る
と
、
継
体
天
皇
記
が
わ
ざ
わ
ざ
磐
井
の
叛
乱
の
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
の
も
、「
合
二
手
白
髪
命
一
授
二
奉
天
下
一
也
」
と
い
う
記
述
と

の
か
か
わ
り
で
い
え
ば
、
継
体
天
皇
政
権
の
不
安
定
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
意
味
合
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ

は
確
証
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
記
事
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
、『
古
事
記
』
に
お
け
る
叛
乱
の
記
載
は
、
帝
紀
が
掲
げ
る
「
治
世
の
重

要
事
項
」
の
一
例
と
み
て
お
き
た
い
が
（
塚
口
氏
前
掲
論
文
、
一
〇
六
頁

）、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
最
後
に
あ
ら
た
め
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
記
紀
（
さ
ら
に
は
後
述
の
風
土
記
の
伝
承
か
ら

）
の
記
述
か
ら
、
継
体
天
皇
の
治
世
に
、
当
時
、
筑
紫
・
豊
・
肥
の
広
い
地
域

に
わ
た
る
地
域
政
権
の
盟
主
的
存
在
で
あ
っ
た
磐
井
君
が
、
ヤ
マ
ト
政
権
に
叛
旗
を
飜
し
敗
北
し
た
こ
と
は
認
め
て
よ
い
と
思
う
。
叙
述
に
は

出
入
り
が
あ
る
も
の
の
、
叛
乱
→
鎮
圧
と
い
う
核
心
部
分
は
史
実
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
乱
が
ヤ
マ
ト
政
権
の
朝
鮮
経
営
と
連
動
す
る
も
の
だ
と

い
う
『
日
本
書
紀
』
の
説
明
は
、
あ
り
そ
う
な
話
で
は
あ
る
が
、
そ
の
史
実
性
の
有
無
は
判
定
が
む
つ
か
し
く
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
確
実
な
の

は
『
古
事
記
』
継
体
天
皇
段
に
も
あ
る
、
素
朴
な
伝
承
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ち
な
み
に
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
所
収
の
『
国
造
本
紀
』
に
も
、
か
ん
た
ん
で
あ
る
が
、
磐
井
の
乱
に
関
聯
し
た
記
述
が
あ
る
の
で
、
あ
わ

せ
て
こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
。

　
　

伊
吉
嶋
造
。
磐
余
玉
穂
朝
。
伐
石
井
従
者
新
羅
海
辺
人
天
津
水
凝
後
上
毛
布
直
造
。

　
　
（
読
み
下
し
文
）

　
　

伊
吉
嶋
造
。
磐
余
玉
穂
の
朝
、
石
井
に
従
へ
る
者
新
羅
の
海
辺
の
人
を
伐
つ
。
天
津
水
凝
の
後
の
上
毛
布
直
の
造
な
り
。
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短
文
で
意
を
尽
さ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
壱
岐
島
造
は
磐
余
玉
穂
の
朝
（
継
体
天
皇
朝

）
に
磐
井
に
従
っ
た
者
と
し
て
の
新
羅
海
辺
の
人
を

伐
っ
た
と
い
う
程
度
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
官
軍
側
に
加
担
し
て
戦
果
を
あ
げ
た
祖
先
の
功
績
を
い
っ
た
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う

な
る
と
の
ち
の
附
会
の
可
能
性
が
大
き
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
記
紀
と
の
関
聯
も
あ
き
ら
か
で
な
い
し
、
詳
し
い
こ
と
は
不
明
と
す
る
ほ
か

な
い
。

　
　
　
　
　

三
、『
筑
後
国
風
土
記
』
逸
文
の
再
検
討

　

風
土
記
の
語
る
も
の　

と
こ
ろ
で
、『
筑
後
国
風
土
記
』
逸
文
に
は
、
磐
井
の
墓
と
そ
れ
に
か
か
わ
っ
て
乱
の
経
緯
と
に
ふ
れ
た
古
老
の
言

い
伝
え
を
記
載
し
て
い
る
。
記
紀
に
み
え
る
重
要
な
事
件
が
風
土
記
に
も
語
ら
れ
る
例
は
、
神
功
皇
后
の
新
羅
征
伐
や
顕
宗
・
仁
賢
天
皇
の
逃

避
譚
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
多
い
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
意
味
で
、
磐
井
に
関
す
る
『
筑
後
国
風
土
記
』
逸
文
は
貴
重
で
あ
る
。

　

あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
く
と
、
こ
の
記
事
は
、『
釈
日
本
紀
』
巻
十
三
に
「
筑
後
国
風
土
記
曰
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
『
筑
後
国
風
土
記
』

の
逸
文
で
あ
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
九
州
地
方
の
古
風
土
記
に
は
、
二
つ
の
種
類
の
風
土
記
が
存
す
る
。
現
存
『
豊
後
国
風
土
記
』『
肥
前
国
風
土
記
』
を
ふ

く
む
グ
ル
ー
プ
を
甲
類
、
逸
文
の
み
が
知
ら
れ
る
別
の
グ
ル
ー
プ
を
乙
類
と
称
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
書
式
や
文
体
に
統
一
性

が
み
ら
れ
、
お
そ
ら
く
は
甲
乙
と
も
に
、
各
地
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
を
大
宰
府
に
お
い
て
調
整
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
乙
類
に
つ
い

て
は
、『
釈
日
本
紀
』
に
三
箇
所
、「
筑
紫
風
土
記
曰
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
逸
文
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
「
筑
紫
風
土
記
」
と
い

う
総
称
を
も
っ
て
呼
ば
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

た
だ
、
甲
類
・
乙
類
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
不
明
な
点
が
多
い
。
研
究
者
の
あ
い
だ
で
も
容
易
に
帰
趨
を
み
な
い
が
、
筆
者



─ 20 ─

磐
井
の
乱
の
再
検
討
（
荊
木
）

は
、
乙
類
が
甲
類
に
先
行
す
る
と
み
て
い
る
（
「
九
州
風
土
記
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」『
風
土
記
研
究
』
三
三
、
平
成
二
十
三
年
六
月
、
の
ち
拙
著
『
風
土
記
と
古
代
史
料

の
研
究
』〈
国
書
刊
行
会
、
平
成
二
十
四
年
三
月
〉
所
収
、
な
お
廣
岡
義
隆
「
乙
類
風
土
記
か
ら
甲
類
風
土
記
へ
―
九
州
風
土
記
寸
考
―
」
菅
野
雅
雄
喜
寿
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
記

紀
・
風
土
記
論
究
』〈
お
う
ふ
う
、
平
成
二
十
一
年
三
月
〉
所
収
も
参
照

）。

　

甲
類
は
、『
日
本
書
紀
』
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
立
は
『
日
本
書
紀
』
の
完
成
し
た
養
老
四
年
（
七
二
〇

）
以
降
の
こ
と
な
の

で
、
こ
れ
と
の
か
か
わ
り
か
ら
い
え
ば
、
乙
類
は
、
和
銅
六
年
（
七
一
六

）
に
い
わ
ゆ
る
風
土
記
撰
進
の
通
達
が
出
て
か
ら
、
比
較
的
は
や
い

時
期
に
撰
進
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
が
成
り
立
つ
。
坂
本
太
郎
氏
な
ど
も
、「
九
州
を
総
称
し
た
筑
紫
が
他
の
諸
国
に
対
し
て
一

国
に
准
ず
る
も
の
と
観
念
せ
ら
れ
た
こ
と
は
古
い
慣
行
で
」
あ
る
こ
と
を
実
例
を
あ
げ
て
示
し
つ
つ
、「
筑
紫
風
土
記
の
名
を
負
っ
た
風
土
記

が
各
国
別
々
の
名
を
負
っ
た
風
土
記
よ
り
も
古
い
」
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
（
「
風
土
記
と
日
本
書
紀
」『
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
』
一
七
―
五
、
昭
和
十

七
年
五
月
、
の
ち
『
坂
本
太
郎
著
作
集
』
第
四
巻
〈
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
十
三
年
十
月
、
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
〉
所
収
、
二
四
頁

）。

　

も
っ
と
も
、
乙
類
は
逸
文
に
限
定
さ
れ
、
甲
類
と
の
比
較
の
材
料
に
乏
し
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
ぎ
ゃ
く
に
甲
類
が
乙
類
に
先
ん
じ
て
編
ま
れ

た
こ
と
を
主
張
す
る
研
究
者
も
少
な
く
な
い
。
い
ず
れ
を
と
る
に
し
て
も
、
九
州
地
方
に
お
い
て
風
土
記
が
二
度
編
纂
さ
れ
た
こ
と
は
、
動
か

し
が
た
い
事
実
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
あ
ら
た
め
て
『
筑
後
国
風
土
記
』
逸
文
の
「
筑
紫
国
造
磐
井
」
条
を
み
て
み
よ
う
。

　
　

筑
後
国
風
土
記
曰
。
上
妻
県
。
々
南
二
里
。
有
二
筑
紫
君
磐
井
之
墓
一。
墳
高
七
丈
。
周
六
十
丈
。
墓
田
南
北
各
六
十
丈
。
東
西
各
卌
丈
。

石
人
石
盾
各
六
十
枚
。
交
陣
成
行
。
周
二
匝
四
面
一。
当
二
東
北
角
一。
有
二
一
別
区
一。
号
曰
二
衙
頭
一。

衙
頭
。
政

所
也
。

其
中
有
二
一
石
人
一。
縦
容
立

レ
地
。
号
曰
二
解
部
一。
前
有
二
一
人
一。
濬
形
伏
レ
地
。
号
曰
二
偸
人
一。

生
為
レ
偸
レ
猪
。

仍
擬
レ
決
レ
罪
。
側
有
二
石
猪
四
頭
一。
号
曰
二
贓
物
一。

贓
物
。
盗

物
也
。

彼
処
亦
有
二
石

馬
三
疋
。
石
殿
三
間
。
石
蔵
二
間
一。
古
老
伝
云
。「
当
二
雄
大
迹
天
皇
之
世
一。
筑
紫
君
磐
井
。
豪
強
暴
虐
。
不
レ
偃
二
皇
風
一。
生
平
之
時
。

預
造
二
此
墓
一。
俄
而
官
軍
動
発
。
欲
レ
襲
之
間
。
知
勢
二
不
一
レ
勝
。
独
自
遁
二
于
豊
前
国
上
膳
県
一。
終
二
于
南
山
峻
嶺
之
曲
一。
於
レ
是
。
官
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軍
追
尋
失
レ
蹤
。
士
怒
未
レ
泄
。
撃
二
折
石
人
之
手
一。
打
二
堕
石
馬
之
頭
。」
古
老
伝
云
。「
上
妻
県
。
多
有
二
篤
疾
一。
蓋
由
レ
茲
歟
。」

　
　
（
読
み
下
し
文
）

　
　

筑ち
く

後ご

の
国く

に

の
風ふ

ど

き
土
記
に
曰
ふ
。
上か

に

妻つ
や
めの

県あ
が
た。

県
の
南
の
か
た
二ふ

た
さ
と里

に
筑つ

く
し紫

の
君き

み

磐い
は

井ゐ

の
墓
あ
り
。
墳は

か

の
高
さ
七な

な
つ
ゑ丈

、
周
り
六む

そ十
丈つ

ゑ

、
墓

の
田ま

ち

は
南
と
北お

の
お
の各

六
十
丈
、
東
と
西
と
各か

く

四よ

そ十
丈つ

ゑ

、
石い

は

人ひ
と

と
石い

は

盾た
て

各
六む

そ十
枚ひ

ら

あ
り
。
交

こ
も
ご
もに

陣つ
ら

成つ
ら
な行

り
て
、
四よ

も面
を
周め

ぐ匝
れ
り
。
東う

し
と
ら北

の

角す
み

に
は
一あ

る
こ
と
ま
ち

別
区
有
り
。
号な

づ

け
て
衙が

頭と
う

と
曰い

ふ
。
衙
頭
と
は
、
政

ま
つ
り
ご
との

所
也
。
其
の
中な

か

に
一
つ
の
石
人
有
り
。
縦

ほ
し
き

容ま
ま
に

地つ
ち

に
立
て
り
。
号
け

て
解と

き

部べ

と
曰い

ふ
。
前
に
一
人
あ
り
。
濬
形
に
地
に
伏
し
た
り
。
号
け
て
偸ぬ

す
び
と人

と
曰
ふ
。
生い

の
ちあ

る
と
き
猪し

し

を
偸ぬ

す

め
り
。
仍す

な
はち

罪つ
み

な
は
れ
ぬ
。

側か
た
は
らに

石い
は
し
し猪

四よ

ぎ頭
有
り
。
号な

づ

け
て
賊

か
す
み

物も
の

と
曰い

ふ
。
賊
物
と
は
盗ぬ

す

め
る
物
な
り
。
そ
の
処と

こ
ろに

亦
石い

は
う
ま馬

三み

ぎ疋
、
石い

は
と
の殿

三み

つ間
、
石い

は

蔵く
ら

二ふ
た
つ間

有あ

り
。

古ふ
る

老お
き
なの

伝
へ
て
云
は
く
、「
雄を

ほ

ど
大
迹
の
天

す
め
ら

皇み
こ
との

世み
よ

に
し
も
、
筑
紫
君
磐
井
、
豪つ

よ強
く
暴あ

ら
ぶ虐

れ
て
皇お

ほ
き
み風

に
偃し

た
がは

ず
。
生お

だ
ひ
か平

な
る
時
、
預

あ
ら
か
じめ

此
の
墓
を
造
り
を
り
け
り
。
俄に

は
かに

官み
い
く
さ軍

動う

ご発
き
襲お

そ

は
む
と
す
る
間あ

ひ
だ、

勢
い
き
ほ
ひの

勝あ

へ
ず
あ
る
を
知
り
、
独ひ

と

り
自み

づ
から

豊
と
よ
く
に
の
み
ち
の
く
に

前
国
の
上

か
み
つ

膳み
け

の
県

あ
が
た

に
遁の

が

れ
、
南
の
山
の
峻さ

が

し
き
嶺み

ね

の
曲く

ま

に
終に

げ
うせ

け
り
。
是
に
、
官
軍
追
ひ
尋と

む
る
蹤あ

と

を
失
ひ
け
り
。
士

も
の
の
ふの

怒い
か

り
泄つ

き
ず
。
石い

は
ひ
と人

の
手
を
撃う

ち
折
り
、
石
馬
の
頭か

し
ら

を
打
ち
堕
し
け
り
」
と
い
ふ
。
古
老
ま
た
伝
へ
て
云
は
く
、「
上
妻
県
に
多
く
篤あ

つ

き
疾や

ま
ひ

の
あ
る
は
蓋け

だ

し
茲こ

れ

に
由よ

る

歟か

」
と
い
ふ
。

　

磐
井
の
墓
と
岩
戸
山
古
墳　

こ
こ
に
引
い
た
逸
文
は
、『
筑
後
国
風
土
記
』（
あ
る
い
は
『
筑
紫
風
土
記
』
の
筑
後
の
部
分

）
の
上
妻
県
（
持
統
天
皇
紀
四

年
九
月
条
に
は
古
称
の
上
陽
怡
郡
が
出
る
。
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
れ
ば
、
上
妻
は
そ
れ
を
二
字
化
し
た
も
の
で
、『
和
名
抄
』
の
「
加
牟
豆
萬
」
の
訓
は
後
世
の
読
み
だ
と
い
う
。
現
在

の
福
岡
県
八
女
郡
の
一
部

）
の
一
節
で
、
県
の
南
二
里
の
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
磐
井
の
墓
に
つ
い
て
の
描
写
と
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
伝
承
を
載
せ

る
。
森
浩
一
氏
は
「
今
日
の
考
古
学
者
が
一
つ
の
古
墳
の
概
説
を
書
い
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
見
事
に
は
書
け
な
い
と
思
う
ほ
ど
要
点
を
漏
ら
し
て

い
な
い
」（
森
浩
一
『
考
古
学
と
古
代
日
本
』〈
中
央
公
論
社
、
平
成
六
年
三
月
〉
三
七
四
頁

）
と
絶
賛
し
た
が
、
前
半
の
古
墳
の
形
状
の
描
写
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
伝
承
を
採
訪
し
て
い
る
点
も
心
憎
い
。



─ 22 ─

磐
井
の
乱
の
再
検
討
（
荊
木
）

　

逸
文
の
内
容
は
二
段
に
わ
け
る
こ
と
が
可
能
で
、
前
半
は
、
墓
の
規
模
や
別
区
の
存
在
、
そ
こ
に
配
さ
れ
た
石
人
石
馬
（
石
製
表
飾

）
の
描

写
・
観
察
で
あ
る
。
ま
た
、
後
半
は
、
こ
れ
に
か
か
わ
る
古
老
の
伝
え
る
伝
承
で
、
磐
井
の
墓
に
関
す
る
古
老
の
言
い
伝
え
を
引
い
て
、
石
人

が
手
や
頭
を
缺
損
し
て
い
る
理
由
を
、
磐
井
の
乱
と
の
か
か
わ
り
で
説
明
す
る
。

　

以
下
、
内
容
に
つ
い
て
、
い
ま
少
し
詳
し
く
み
て
い
き
た
い
が
、
逸
文
前
半
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
磐
井
の
墳
墓
に
つ
い
て
克
明
な
記
述
が

あ
り
、
し
か
も
、
そ
れ
に
比
定
し
う
る
古
墳
が
現
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
末
期
の
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三

）
に
刊
行
さ
れ
た
矢
野
一
貞
の
『
筑
後
将
士
軍
談
』
が
、
八
女
市
に
あ
る
岩
戸
山
古
墳
を
磐
井
の

墓
に
あ
て
た
が
、
当
時
は
、
お
な
じ
八
女
丘
陵
の
西
端
に
あ
る
石
人
山
古
墳
（
旧
八
女
郡
広
川
町
一
条

）
に
あ
て
る
説
が
有
力
で
、
こ
れ
を
覆
す
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇

）
ご
ろ
、
岩
戸
山
古
墳
周
囲
の
開
墾
に
と
も
な
っ
て
、
別
区
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
昭
和
三
十
一
年
に
は
、
森
貞
次
郎
氏
が
、
磐
井
の
墓
は
岩
戸
山
古
墳
を
お
い
て
ほ
か
に
考
え
が
た
い
こ
と
を
発
表
し
、
以
後
、
岩
戸

山
古
墳
が
筑
紫
君
磐
井
の
墳
墓
で
あ
る
と
い
う
説
が
定
着
し
た
（
「
筑
後
風
土
記
逸
文
に
見
え
る
筑
紫
君
磐
井
の
墳
墓
」『
考
古
学
雑
誌
』
四
一
―
三
、
昭
和
三
十
一

年
二
月
・「
磐
井
の
反
乱
―
古
墳
文
化
か
ら
み
た
磐
井
の
反
乱
―
」
井
上
辰
雄
編
『
古
代
の
地
方
史
』
１
西
海
編
〈
朝
倉
書
店
、
昭
和
五
十
二
年
九
月
〉
所
収
、
八
女
市
史
編
纂
専
門

委
員
会
編
『
八
女
市
史
』
上
巻
〈
平
成
四
年
三
月
〉
ほ
か

）。

　

岩
戸
山
古
墳
は
、
八
女
丘
陵
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
巨
大
な
前
方
後
円
墳
で
、
墳
丘
長
は
一
三
八
㍍
に
お
よ
ぶ
。
こ
れ
は
、
六
世
紀
前
半

の
古
墳
と
し
て
は
、
大
阪
府
高
槻
市
の
今
城
塚
古
墳
（
墳
丘
長
一
八
〇
㍍

）、
群
馬
県
藤
岡
市
の
七
越
山
古
墳
（
墳
丘
長
一
四
〇
㍍

）
に
つ
ぐ
第
三
の

規
模
で
、
小
規
模
化
の
傾
向
に
あ
る
後
期
古
墳
の
な
か
で
は
傑
出
し
た
存
在
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
み
て
も
、
磐
井
君
氏
が
筑
紫
を
拠
点
に

火
・
豊
二
国
に
ま
で
勢
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
九
州
の
雄
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
墓
が
磐
井
の
生
前
に
築
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
伝
承
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
風
土
記
の
引
く
古
老
の
言
い
伝
え
の
な
か
に
「
古
老

伝
云
。
当
二
雄
大
迹
天
皇
之
世
一。
筑
紫
君
磐
井
。
豪
強
暴
虐
。
不
レ
偃
二
皇
風
一。
生
平
之
時
。
預
造
二
此
墓
一。
俄
而
官
軍
動
発
」
と
み
え
る
こ
と
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か
ら
判
明
す
る
。
実
際
に
岩
戸
山
古
墳
が
寿
陵
か
ど
う
か
は
判
断
し
が
た
い
が
、
風
土
記
で
は
直
下
に
「
俄
而
官
軍
動
発
」
と
い
う
一
文
が
続

く
の
で
、
不
遜
に
も
大
王
陵
に
も
比
肩
し
う
る
大
規
模
な
墳
墓
を
造
営
し
た
こ
と
が
ヤ
マ
ト
政
権
の
逆
鱗
に
ふ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
栗

田
寛
氏
は
、
こ
れ
を
蘇
我
蝦
夷
・
入
鹿
父
子
の
大
陵
・
小
陵
造
営
に
な
ぞ
ら
え
る
が
（
『
古
風
土
記
逸
文
考
證
』
下
〈
大
日
本
図
書
株
式
会
社
、
明
治
三
十
六

年
六
月
〉
二
十
五
丁
オ

）、
蓋
し
炯
眼
で
あ
る
。
だ
と
す
る
と
、『
古
事
記
』
の
「
多
レ
无
レ
礼
」
と
い
う
表
現
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
よ
く
理
解
で

き
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
風
土
記
の
伝
承
が
史
実
を
反
映
し
て
い
る
と
假
定
し
て
の
立
論
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
古
墳
の
周
囲
に
は
周
湟
と
周
堤
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
さ
ら
に
後
円
部
の
周
堤
に
接
し
て
、
一
辺
四
五
㍍
の
方
形
別
区
が
存
在

す
る
。
こ
れ
が
、
風
土
記
に
い
う
別
区
・
衙
頭
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
風
土
記
に
は
「
墓
の
田
〔
マ
チ
は
区
劃
の
総
称

〕
は
南
と
北
各
六
十

丈
。
東
と
西
各
四
十
丈
な
り
」
と
あ
る
が
、
墓
域
の
南
辺
と
北
辺
を
そ
れ
ぞ
れ
六
十
丈
と
す
る
の
は
、
こ
の
別
区
ま
で
を
ふ
く
め
た
長
さ
に
近

い
。

　

ち
な
み
に
、
別
区
は
岩
戸
山
古
墳
独
特
の
施
設
で
、
他
に
類
例
は
な
い
と
さ
れ
て
き
た
が
、
旧
豊
前
国
内
に
あ
た
る
福
岡
県
京
都
郡
勝
山
町

所
在
の
八
雷
古
墳
が
周
溝
外
に
別
区
を
備
え
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
同
古
墳
は
、
南
北
に
伸
び
る
墳
丘
の
全
長
が
五
八
㍍
ほ
ど

で
、
後
円
部
の
南
側
に
別
区
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
古
墳
の
所
在
地
の
勝
山
町
は
か
つ
て
の
上
妻
県
で
、
風
土
記
の
引
く
古
老
の
言
い
伝
え
で

は
、
磐
井
は
官
軍
の
勢
い
に
抗
し
き
れ
な
く
な
り
遁
れ
た
の
が
豊
前
国
の
上
膳
県
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
岩
戸
山
古
墳
・
八
雷
古
墳
が
と
も

に
別
区
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
両
者
の
関
聯
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

別
区
の
用
途
は
不
明
だ
が
、
中
司
照
世
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
前
・
中
期
古
墳
で
、
後
円
部
に
周
溝
を
介
さ
ず
に
直
接
別
区
同
様
の
方
形

区
劃
施
設
を
附
設
す
る
ケ
ー
ス
は
、
三
重
県
伊
賀
市
の
石
山
古
墳
・
福
井
県
永
平
寺
町
の
手
繰
ヶ
城
山
古
墳
を
は
じ
め
、
各
地
に
あ
る
と
い

う
。
と
く
に
、
石
山
古
墳
は
、
京
都
大
学
の
報
告
書
で
は
「
東
方
外
区
」
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
墳
丘
と
「
東
方
外
区
」
が
接
続
し
た
も
の

で
、
正
確
に
は
「
外
区
」
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
後
円
部
附
設
の
方
形
区
劃
で
あ
る
。



─ 24 ─

磐
井
の
乱
の
再
検
討
（
荊
木
）

図Ⅰ　岩戸山古墳（森貞次郎『岩戸山古墳』より転載）
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図Ⅱ　石山古墳地形測量図（『三重県史』資料編考古Ⅰより転載）
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こ
れ
ら
は
、
後
代
に
は
王
陵
な
ど
で
く
び
れ
部
に
附
設
さ
れ
る
「
造
り
出
し
」
と
同
様
な
役
割
を
有
す
る
遺
構
と
み
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。

残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
全
掘
例
は
な
く
、
一
部
の
ト
レ
ン
チ
に
よ
る
確
認
調
査
の
み
で
、
全
貌
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
土
製

の
小
型
模
造
品
な
ど
祭
祀
関
係
の
遺
物
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
方
形
区
劃
と
岩
戸
山
古
墳
の
別
区
と
の
大
き
な
ち
が
い
は
、
墳
丘
と
別
区
と
の
間
に
周
溝
が
あ
る
か
な
い
か
だ
が
（
た
だ
し
、
丘
陵

上
に
立
地
す
る
古
墳
は
、
平
地
〈
台
地
〉
の
古
墳
と
は
異
な
り
周
溝
は
設
置
で
き
な
い

）、
別
区
も
「
造
り
出
し
」
の
範
疇
に
入
れ
て
よ
い
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

岩
戸
山
古
墳
の
石
像
群
（
後
述
参
照

）
は
、
通
常
の
古
墳
祭
祀
に
お
け
る
埴
輪
に
相
当
す
る
も
の
だ
と
い
う
の
が
（
同
時
代
の
今
城
塚
古
墳
の
形
象
埴
輪

群
を
起
想
さ
れ
た
い

）
考
古
学
者
の
共
通
し
た
理
解
だ
が
（
そ
れ
は
、
豊
富
な
石
材
に
恵
ま
れ
た
北
部
九
州
の
環
境
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

）、
だ
と
す
れ
ば
、
岩

戸
山
古
墳
の
別
区
も
、
古
墳
祭
祀
の
場
と
と
ら
え
る
の
が
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

岩
戸
山
古
墳
の
内
部
は
未
発
掘
で
あ
る
が
、
墳
丘
や
別
区
か
ら
は
、
多
数
の
埴
輪
と
と
も
に
石
製
品
が
出
土
し
て
お
り
、
墳
丘
に
並
べ
ら
れ

た
石
製
品
は
、
風
土
記
に
「
石
人
石
盾
各
六
十
枚
。
交
陣
成
行
。
周
二
匝
四
面
一
」
と
あ
る
も
の
に
相
当
し
、
ま
た
、
別
区
に
あ
る
も
の
は
、

お
な
じ
く
逸
文
が
「
其
中
有
二
一
石
人
一。
縦
容
立
レ
地
。
号
曰
二
解
部
一。
前
有
二
一
人
一。
躶
形
伏
レ
地
。
号
曰
二
偸
人
一。

生
為
レ
偸
レ
猪
。

仍
擬
レ
決
レ
罪
。
側
有
二
石
猪

四
頭
一。
号
曰
二
贓
物
一。

贓
物
。
盗

物
也
。

彼
処
亦
有
二
石
馬
三
疋
。
石
殿
三
間
。
石
蔵
二
間
一
」
と
し
る
す
も
の
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

風
土
記
に
よ
れ
ば
、
別
区
の
石
製
品
の
う
ち
、
石
人
や
石
猪
は
、
猪
を
盗
ん
だ
も
の
を
裁
く
裁
判
の
光
景
を
あ
ら
わ
し
た
示
し
た
も
の
で
あ

る
と
い
う
。
こ
こ
に
い
う
「
猪
」
は
、
豚
の
こ
と
で
、
豚
が
飼
育
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、『
播
磨
国
風
土
記
』
賀
毛
郡
猪
養
野
条
に
「
此
処
を

賜
は
り
て
、
猪
を
放
ち
飼
ひ
き
。
故
、
猪
養
野
と
い
ふ
」
と
み
え
る
な
ど
例
が
多
く
、
家
畜
で
あ
り
財
産
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
こ
れ
が
造
営
当
初
か
ら
「
贓
物
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
考
え
た
い
。

　

な
お
、
石
殿
・
石
蔵
に
つ
い
て
は
、
磐
井
の
住
む
建
物
（
石
殿
三
間
と
は
主
殿
と
コ
の
字
形
に
配
さ
れ
た
東
西
の
脇
殿
、
石
蔵
二
間
は
正
殿
背
後
の
倉
庫
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う

）
を
示
し
て
い
る
と
す
る
考
え
が
あ
る
（
『
大
系
日
本
の
歴
史
②
　
古
墳
の
時
代
』〈
小
学
館
、
初
版
は
昭
和
六
十
三
年
一
月
、
の
ち
小
学
館
ラ
イ
ブ
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ラ
リ
ー
と
し
て
平
成
四
年
八
月
、
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
〉
三
四
四
頁

）。

　

岩
戸
山
古
墳
そ
の
後　

と
こ
ろ
で
、
岩
戸
山
古
墳
が
当
時
と
し
て
は
傑
出
し
た
規
模
を
誇
っ
て
い
た
こ
と
は
さ
き
に
も
ふ
れ
た
と
お
り
だ

が
、
こ
の
岩
戸
山
古
墳
を
ふ
く
む
八
女
古
墳
群
（
吉
田
小
群

）
で
は
、
岩
戸
山
古
墳
以
降
も
、
六
世
紀
末
ご
ろ
ま
で
乗
場
古
墳
や
鶴
見
山
古
墳

が
築
造
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
乗
場
古
墳
は
、
前
述
の
と
お
り
、
葛
子
の
墓
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
後
続
の
古
墳
は
、
岩
戸
山
古
墳

に
く
ら
べ
る
と
い
ず
れ
も
小
規
模
で
あ
り
、
そ
れ
を
根
拠
に
、
磐
井
の
叛
乱
の
の
ち
、
筑
紫
君
一
族
の
勢
力
が
衰
退
し
た
と
す
る
考
え
も
あ

る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
考
え
は
あ
た
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
後
期
古
墳
に
お
け
る
規
模
の
縮
小
は
全
国
的
な
傾
向
だ
か
ら
で
あ
る
（
森
浩
一
「
継

体
大
王
の
古
墳
と
磐
井
戦
争
」
猪
熊
兼
勝
他
著
『
大
王
陵
と
古
代
豪
族
の
謎
』〈
学
生
社
、
平
成
四
年
十
二
月
〉
所
収
、
五
五
～
五
六
頁

）。
周
知
の
よ
う
に
、
後
期
古
墳
は

小
規
模
化
の
傾
向
に
あ
る
（
た
だ
し
、
関
東
地
方
は
除
く

）。
地
方
の
大
首
長
（
の
ち
の
国
司
相
当

）
墳
墓
は
、
四
〇
～
五
〇
㍍
が
通
例
で
、
記
紀
に
そ

の
名
が
残
る
ほ
ど
の
雄
族
で
は
、
六
世
紀
半
ば
ま
で
お
お
よ
そ
八
〇
㍍
餘
の
規
模
の
前
方
後
円
墳
と
築
い
て
い
る
。
七
〇
㍍
規
模
の
乗
場
古
墳

や
八
七
・
五
㍍
規
模
の
鶴
見
山
古
墳
は
、
そ
れ
ら
の
古
墳
と
比
較
し
て
も
な
ん
ら
遜
色
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
古
墳
の
規

模
は
筑
紫
一
族
の
勢
力
の
衰
退
と
は
無
関
係
で
、
む
し
ろ
、
乱
の
鎮
圧
後
も
、
在
地
の
政
治
集
団
と
し
て
の
勢
力
の
衰
退
は
な
か
っ
た
と
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。

　

た
だ
、
磐
井
の
乱
の
直
後
に
、
葛
子
に
よ
る
糟
屋
屯
倉
の
献
上
が
あ
り
、
そ
の
後
も
安
閑
天
皇
紀
五
月
九
日
条
に
よ
れ
ば
、
筑
紫
・
豊
国
・

火
国
に
盛
ん
に
屯
倉
が
設
置
さ
れ
た
と
い
う
か
ら
、
こ
れ
ら
の
記
事
の
と
お
り
だ
と
す
れ
ば
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
九
州
支
配
は
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

的
に
で
は
あ
る
が
、
確
実
に
滲
透
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
、
こ
れ
に
関
聯
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
九
州
地
方
の
国
造
の
場
合
、
そ
の
多
く
は
一
般
的
な
国
造
の
カ
バ
ネ
で
あ
る
「
直
」
で
は
な

く
、「
君
」（
の
ち
に
「
公
」）
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
キ
ミ
」
と
い
う
カ
バ
ネ
は
、
も
と
も
と
地
方
の
独
立
国
の
尊
称
よ
り
生
じ
た
も



─ 28 ─

磐
井
の
乱
の
再
検
討
（
荊
木
）

の
で
あ
ろ
う
か
ら
、「
九
州
の
国
造
は
、
大
和
朝
廷
に
服
属
し
な
が
ら
も
、
旧
来
の
在
地
の
支
配
権
が
比
較
的
温
存
さ
れ
、
あ
る
程
度
の
自
立

性
を
残
し
て
い
た
」
と
い
う
み
か
た
も
可
能
で
あ
る
（
井
上
辰
雄
「
筑
・
豊
・
肥
の
豪
族
と
大
和
朝
廷
」
鏡
山
猛
・
田
村
圓
澄
編
『
古
代
の
日
本
』
３
九
州
〈
角
川
書

店
、
昭
和
四
十
五
年
二
月
〉
所
収
、
一
四
九
頁
・
鎌
田
氏
前
掲
論
文
、
六
九
～
七
〇
頁

）。
こ
の
点
も
、
磐
井
の
叛
乱
後
の
筑
紫
君
氏
の
あ
り
か
た
を
考
え
る
ヒ

ン
ト
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

別
区
と
裁
判
風
景　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
風
土
記
逸
文
に
関
す
る
研
究
は
多
い
が
、
岡
田
精
司
「
風
土
記
の
磐
井
関
係
記
事
に
つ
い
て
―
史
実

と
伝
承
の
狭
間

―
」（
上
田
正
昭
編
『
神
々
の
祭
祀
と
伝
承
』〈
同
朋
舎
出
版
、
平
成
五
年
六
月
〉
所
収

）
は
、
旧
説
に
と
ら
わ
れ
な
い
す
ぐ
れ
た
視
点
を
示
し
た
論

文
で
あ
る
。

　

か
い
摘
ま
ん
で
い
え
ば
、
氏
は
、
こ
の
風
土
記
逸
文
に
対
し
て
は
ま
っ
た
く
史
料
批
判
が
加
え
ら
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
史
実
と
し
て
扱
わ
れ
て

き
た
点
に
疑
問
を
呈
し
て
お
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
磐
井
の
乱
が
六
世
紀
前
半
の
事
件
で
あ
る
の
に
、
風
土
記
の
記
事
は
二
百
年
後
の
奈
良
時

代
の
書
物
に
筆
録
さ
れ
た
、
後
世
の
記
述
で
あ
る
こ
と
を
力
説
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

岡
田
氏
に
よ
れ
ば
、
磐
井
の
墓
の
別
区
に
立
つ
石
像
群
が
、
裁
き
の
庭
を
示
す
と
い
う
風
土
記
の
記
述
は
、
事
実
で
も
民
間
伝
承
で
も
な

く
、
風
土
記
編
者
が
説
明
と
し
て
案
出
し
た
話
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
磐
井
の
権
力
構
造
を
説
く
吉
田
晶
「
古
代
国
家
の
形
成
」（
『
岩
波
講
座

日
本
歴
史
』
第
二
巻
〈
前
掲
〉
所
収

）
や
山
尾
幸
久
「
文
献
か
ら
見
た
磐
井
の
乱
」（
前
掲

）
は
誤
り
で
あ
る
と
い
う
。

　

筆
者
も
、
風
土
記
の
描
写
は
あ
く
ま
で
磐
井
の
墓
＝
岩
戸
山
古
墳
を
み
た
後
世
の
人
々
の
理
解
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
磐
井
が
実
際
に
お
こ

な
っ
た
裁
判
の
様
子
と
断
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
思
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
岡
田
氏
の
主
張
に
賛
意
を
表
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ

を
磐
井
の
政
治
権
力
を
示
す
も
の
と
し
て
、
彼
が
そ
の
首
長
権
を
「
地
域
的
な
国
家
形
成
の
方
向
に
再
編
し
よ
う
と
す
る
志
向
性
を
も
っ
て
い

た
」
な
ど
と
い
う
吉
田
晶
氏
の
推
論
は
、
岡
田
氏
の
批
判
の
と
お
り
、
あ
た
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。

　

も
っ
と
も
、
岡
田
氏
が
、「
衙
頭
の
石
人
石
馬
を
裁
判
の
光
景
と
す
る
の
は
、
風
土
記
編
者
が
説
明
と
し
て
案
出
し
た
〝
話
〟」
で
あ
る
と
か
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（
一
七
八
頁

）、「
風
土
記
の
編
者
の
筆
先
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」（
一
七
四
頁

）
と
す
る
説
に
は
同
意
で
き
な
い
。

　

岡
田
氏
が
そ
の
よ
う
に
考
え
る
理
由
は
二
つ
あ
る
。
第
一
は
、
風
土
記
の
こ
の
部
分
に
は
「
古
老
伝
云
」
の
よ
う
な
在
地
伝
承
で
あ
る
こ
と

を
示
す
こ
と
ば
を
缺
く
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
存
す
る
他
の
風
土
記
（
風
土
記
逸
文
も
ふ
く
む

）
を
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
風

土
記
の
伝
承
は
古
老
の
言
い
伝
え
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
地
の
文
の
な
か
に
も
数
多
く
の
伝
承
が
み
え
る
の
で
あ
っ
て
、

「
古
老
伝
云
」「
古
老
曰
」
の
ス
タ
イ
ル
を
採
用
し
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
土
地
で
採
輯
さ
れ
た
話
で
は
な
い
と
は
断
言
で
き
な
い
。

　

第
二
に
、「
解
部
」
の
よ
う
な
律
令
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
方
民
衆
の
知
識
の
域
を
超
え
た
上
級
の
裁
判
形
態
が
反

映
し
て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

た
し
か
に
、
岡
田
氏
も
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
逸
文
は
わ
ず
か
な
記
事
の
な
か
に
律
令
用
語
が
頻
出
す
る
。
岡
田
氏
の
論
文
に

洩
れ
て
い
る
点
も
ふ
く
め
て
い
う
と
、「
墳
高
」「
墓
田
」「
解
部
」「
贓
物
」「
篤
疾
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
い
っ
た
い
九
州
地
方
の
乙
類
風
土
記

は
、
漢
文
に
よ
る
凝
っ
た
修
飾
が
顕
著
だ
が
、
学
識
の
あ
る
役
人
の
手
に
か
か
る
も
の
ら
し
く
、
当
時
の
法
律
用
語
と
お
ぼ
し
き
も
の
が
多
用

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、「
墳
高
」「
墓
田
」
に
つ
い
て
は
、『
唐
令
拾
遺
』
の
復
原
す
る
唐
喪
葬
令
18
に
、「
諸
百
官
葬
。
墓
田
。
一
品
方
九
十
歩
。
墳
高
一
丈

八
尺
。（
後
略

）」
と
あ
る
（
八
三
〇
頁

）。「
墳
高
」
や
「
墓
田
」
は
、
養
老
喪
葬
令
に
は
み
え
な
い
用
語
で
あ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
、
本
条
の
作
者

は
、
唐
令
に
も
通
じ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
餘
談
だ
が
、
風
土
記
逸
文
の
「
上
妻
県
。
々
南
二
里
。
有
筑
紫
君
磐
井
之
墓
墳
高
七

丈
」
と
い
う
箇
所
は
、
秋
本
吉
郎
校
注
日
本
古
典
文
学
大
系
２
『
風
土
記
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
三
年
四
月

）
な
ど
で
は
「
上
妻
の
県
。
県
の
南

二
里
に
筑
紫
君
磐
井
の
墓
墳
有
り
。
高
さ
七
丈
」
云
々
と
読
み
下
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、「
筑
紫
君
磐
井
の
墓
有
り
。
墳
高
七
丈
」
と
解

す
る
の
が
正
し
い
（
森
氏
前
掲
書
、
三
八
四
～
三
八
五
頁

）。

　

つ
ぎ
に
、「
解
部
」
だ
が
、
こ
れ
は
治
部
省
と
刑
部
省
に
所
属
し
、
裁
判
に
お
い
て
事
実
審
理
を
担
当
す
る
官
人
の
こ
と
で
、
養
老
職
員
令
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の
治
部
省
条
と
刑
部
省
条
に
そ
の
名
が
み
え
て
い
る
（
こ
の
場
合
は
刑
部
省
解
部
を
い
う
の
で
あ
ろ
う

）。
た
だ
し
、
近
年
、
嵐
義
人
「
筑
後
国
風
土
記

逸
文
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（
『
記
紀
・
風
土
記
論
究
』〈
前
掲
〉
所
収

）
は
、
磐
井
墓
条
の
役
人
の
貌
に
該
当
す
る
の
は
、
む
し
ろ
刑
部
省
被
管
の
囚
獄

司
に
属
す
る
「
物
部
」
で
あ
ろ
う
と
し
て
、「
解
部
」
は
「
物
部
」
の
誤
記
と
み
て
お
ら
れ
る
。
両
者
の
職
掌
の
比
較
か
ら
考
え
る
と
、
そ
う

し
た
み
か
た
も
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
職
員
令
の
職
務
規
定
に
さ
し
て
明
る
く
も
な
い
で
あ
ろ
う
、
現
地
の
人
々
の
間
で
は
「
解

部
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
皆
無
と
は
い
え
ず
、
令
条
文
を
厳
密
に
当
て
嵌
め
て
「
物
部
」
の
誤
記
と
み
る
の
が
妥
当
か
ど
う
か

は
、
疑
問
が
残
る
。

　

な
お
、「
贓
物
」
も
「
解
部
」
と
お
な
じ
で
、
養
老
関
市
令
、
官
私
交
関
条
に
「
凡
官
与
私
交
関
。
以
物
為
価
者
。
准
中
估
価
。
即
懸
評
贓

物
者
。
亦
如
之
」
と
あ
る
。
植
垣
節
也
校
注
・
訳
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
５
『
風
土
記
』（
小
学
館
、
平
成
九
年
十
月

）
で
は
、
こ
れ
を
前
田
本

の
『
釈
日
本
紀
』
に
よ
っ
て
「
賊
物
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
の
校
異
（
一
七
四
頁

）
に
し
た
が
っ
て
「
贓
物
」
と

改
め
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
う
。

　

最
後
の
「
篤
疾
」
も
律
令
用
語
の
一
つ
で
、
養
老
戸
令
、
目
盲
条
に
「（
前
略

）
二
支
廃
。
両
目
盲
。
如
此
之
類
。
皆
為
篤
疾
」
と
あ
り
、

残
疾
よ
り
も
重
度
、
癈
疾
よ
り
は
軽
度
の
障
碍
を
指
す
こ
と
ば
で
あ
る
。
前
掲
の
新
日
本
古
典
文
学
全
集
の
『
風
土
記
』
で
は
「
篤
き
疾
」
と

読
み
下
し
て
い
る
が
、
こ
こ
は
「
篤
疾
」
と
音
読
し
て
一
つ
の
漢
語
に
解
釈
す
る
の
が
よ
か
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
風
土
記
逸
文
の
文
章
で
は
、
至
る
と
こ
ろ
に
日
唐
の
律
令
に
か
か
わ
り
の
深
い
漢
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
文
章
化
の

際
に
こ
う
し
た
用
語
に
よ
っ
て
潤
色
を
施
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
こ
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
ま

で
も
が
、
編
者
の
筆
先
か
ら
生
じ
た
も
の
と
断
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
こ
の
点
を
疑
問
に
思
う
。
む
し
ろ
、
現
地
で
採
訪
し
た
話

が
あ
り
、
こ
れ
を
風
土
記
編
者
が
文
章
に
整
え
る
際
に
、
適
宜
潤
色
し
た
と
考
え
る
ほ
う
が
実
情
に
合
っ
て
い
る
と
思
う
。

　

げ
ん
に
、
岡
田
氏
が
古
老
の
伝
え
た
伝
説
と
み
な
し
て
い
る
後
半
部
分
に
も
「
篤
疾
」
と
い
う
律
令
用
語
が
み
え
る
の
だ
か
ら
、
古
老
の
発
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言
で
さ
え
、
編
者
が
文
章
化
に
あ
た
っ
て
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
は
動
か
し
が
た
い
。
そ
う
な
る
と
、
漢
語
に
よ
る
潤
色
の
有
無
に
よ
っ

て
、
編
者
の
造
作
か
在
地
の
伝
承
か
を
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
い
う
と
、
岡
田
氏
は
、『
筑
後
国
風
土
記
』
逸
文
の
別
区
の
説
明
に
「
地
方
民
衆
の
知
識
の
域
を
超
え
た
上
級
の
裁
判
形
態
が
反

映
し
て
い
る
」
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
も
は
た
し
て
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
か
。
氏
が
「
上
級
」
と
判
断
す
る
の
は
、
こ
の
記
事
に
「
律
令
時

代
の
中
央
に
お
け
る
裁
判
・
刑
罰
の
反
映
が
認
め
ら
れ
る
」
か
ら
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
、「
解
部
」
は
治
部
省
・
刑
部
省
の
そ
れ
と
名
称
は

一
致
し
て
お
り
、
編
者
の
潤
色
と
考
え
ら
れ
る
が
、
名
称
が
律
令
制
的
で
あ
る
こ
と
と
、
実
際
に
そ
う
し
た
役
割
の
人
が
い
た
こ
と
と
は
、
別

問
題
で
あ
る
。

　

だ
と
す
る
と
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
風
土
記
に
登
場
す
る
の
は
、
訴
訟
の
審
理
に
あ
た
る
解
部
的
な
人
物
、
被
疑
者
、
そ
し
て
犯
行
の
証
拠
品

と
い
う
、
き
わ
め
て
素
朴
な
裁
判
の
光
景
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
養
老
公
式
令
に
み
え
る
訴
訟
手
続
や
同
獄
令
に
規
定
さ
れ
る
三
覆
奏
の
よ
う
な

複
雑
な
手
続
き
が
反
映
し
て
い
る
と
い
う
な
ら
話
は
べ
つ
だ
が
、『
筑
後
国
風
土
記
』
の
描
写
は
、
用
語
の
厳い

か
めし

さ
と
は
裏
腹
に
、
む
し
ろ
素

朴
な
裁
判
の
様
子
で
し
か
な
い
。
ゆ
え
に
、
こ
れ
を
「
上
級
の
裁
判
形
態
」
と
い
う
の
は
無
理
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

別
区
の
石
像
群
が
、
本
来
、
な
に
を
あ
ら
わ
そ
う
と
し
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
り
、
破
損
や
紛
失
の
甚
だ
し
い
現
状
か
ら
そ
れ
を
う
か
が

う
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。
し
か
し
、
風
土
記
が
編
纂
さ
れ
た
時
代
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
石
像
群
に
対
し
て
風
土
記
が
載
せ
る
よ
う
な
解
釈
が
存
し
た
こ
と
、
そ

し
て
、
風
土
記
編
纂
の
た
め
に
現
地
を
訪
れ
た
役
人
が
そ
れ
を
聞
き
取
っ
て
記
録
に
留
め
た
こ
と
は
事
実
と
し
て
認
め
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
そ
れ
ゆ
え
、
筆
者
は
、
こ
れ
を
風
土
記
編
者
が
石
像
群
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
案
出
し
た
も
の
だ
と
す
る
、
岡
田
氏
の
所
説
に
は
し

た
が
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
『
丹
後
国
風
土
記
』
の
ケ
ー
ス　

あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
風
土
記
は
、
和
銅
六
年
（
七
一
三

）
の
政
府
通
達
に
対
し
て
、

諸
国
が
提
出
し
た
文
書
（
解

）
を
い
う
。
こ
の
と
き
の
通
達
に
つ
い
て
は
、『
続
日
本
紀
』
和
銅
六
年
（
七
一
三

）
五
月
二
日
条
に
、
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五
月
甲
子
。
畿
内
七
道
諸
国
郡
郷
名
着
二
好
字
一。
其
郡
内
所
レ
生
。
銀
銅
彩
色
草
木
禽
獸
魚
虫
等
物
。
具
録
二
色
目
一。
及
土
地
沃
塉
。
山

川
原
野
名
号
所
由
。
又
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
。
載
二
于
史
籍
一
言
上
。

　
　
（
読
み
下
し
文
）

　
　

五
月
甲
子
。
畿き

内な
い

と
七し

ち

道だ
う

と
の
諸く

に

国ぐ
に

の
郡こ

ほ
り・

郷さ
と

の
名な

は
好よ

き
字じ

を
着つ

け
し
む
。
そ
の
郡こ

ほ
りの

内う
ち

に
生な

れ
る
。
銀

し
ろ
か
ね・

銅
あ
か
か
ね・

彩さ
い

色し
き

・
草く

さ

・
木き

・

禽と
り

・
獸

け
だ
も
の・

魚う
を

・
虫む

し

等
の
物も

の

は
、
具つ

ぶ
さに

色し
き

目も
く

を
録し

る

し
、
土と

ち地
の
沃よ

く
せ
き塉

、
山さ

ん
せ
ん川

原げ
ん

野や

の
名

み
や
う

号が
う

の
所し

ょ
い
う由

、
ま
た
、
古こ

老ら
う

の
相あ

ひ
つ
た伝

ふ
る
旧き

う
ぶ
ん聞

・
異い

事じ

は
、
史し

籍せ
き

に
載し

る

し
て
言ご

ん

上じ
や
うせ

し
む
。

　

と
あ
っ
て
、
①
全
国
の
地
名
に
好
い
字
を
つ
け
よ
、
②
郡
内
の
物
産
を
筆
録
せ
よ
、
③
土
地
の
肥
沃
の
状
態
、
④
山
川
原
野
の
名
称
の
由

来
、
⑤
古
老
が
代
々
伝
え
る
旧
聞
異
事
、
と
い
う
五
点
に
つ
い
て
、
史
籍
に
記
載
し
て
報
告
せ
よ
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
通
達
の
文
意
に
つ
い
て

は
、
増
尾
伸
一
郎
「
風
土
記
編
纂
の
史
的
意
義
」
植
垣
節
也
・
橋
本
雅
之
編
『
風
土
記
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』〈
社
会
思
想
社
、
平
成
十
三
年
八
月
〉
所
収
）
六
〇
～
六
五
頁
の
解
釈
に

し
た
が
う

）。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
通
達
を
読
む
限
り
で
は
、
中
央
政
府
は
、
在
地
の
伝
承
に
対
し
て
採
訪
者
で
あ
る
役
人
の
コ
メ
ン
ト
や
解
釈

を
需
め
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
『
丹
後
国
風
土
記
』
逸
文
の
「
水
江
の
浦
の
嶼
子
」
を
伊
預
部
馬
養
連
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
す
る
、

三
浦
佑
之
氏
の
所
説
に
対
す
る
反
論
で
も
詳
し
く
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
（
拙
稿
「『
丹
後
国
風
土
記
』
を
め
ぐ
る
二
三
の
問
題
」『
金
石
文
と
古
代
史
料
の
研
究
』

〈
燃
焼
社
、
平
成
二
十
六
年
三
月
〉
所
収

）。
旧
稿
の
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
そ
の
要
点
を
こ
こ
に
摘
出
し
て
お
く
。

　

三
浦
氏
は
、『
丹
後
国
風
土
記
』
の
当
該
記
事
は
伊
預
部
馬
養
の
「
作
品
」
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
文
章
や
内
容
の
ほ
と
ん

ど
が
馬
養
の
書
い
た
作
品
と
重
な
る
と
み
つ
つ
、
逸
文
の
検
討
か
ら
、「
丹
後
国
風
土
記
の
浦
島
子
物
語
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
み
て
も
、

土
地
に
伝
え
ら
れ
た
神
話
・
伝
承
だ
と
み
る
痕
跡
の
な
い
、
神
仙
思
想
に
彩
ら
れ
た
文
章
で
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
や
構
造
も
共
同
体
を

基
盤
と
し
た
伝
承
と
は
異
質
の
も
の
」
と
判
断
し
、
こ
れ
を
馬
養
の
創
作
と
さ
れ
た
（
『
浦
島
太
郎
の
文
学
史
―
恋
愛
小
説
の
発
生
』〈
五
柳
書
院
、
平
成
十
一
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年
十
二
月
〉
六
五
～
一
〇
八
頁

）。

　

氏
の
假
説
は
、『
丹
後
国
風
土
記
』
所
引
の
「
水
江
の
浦
の
嶼
子
」
の
丹
念
な
検
討
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
、
一
見
説
得
力
が
あ
る
。
た
し

か
に
、
神
仙
思
想
や
中
国
風
の
文
体
で
染
上
げ
ら
れ
た
、
こ
の
逸
文
だ
け
を
眺
め
て
い
れ
ば
、
三
浦
氏
の
よ
う
な
結
論
が
導
き
出
さ
れ
て
も
不

思
議
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
三
浦
氏
は
、
肝
心
な
点
を
見
落
と
し
て
お
ら
れ
る
と
思
う
。
そ
れ
は
、
右
の
「
水
江
の
浦
の
嶼
子
」
の
冒
頭
に
「
是
旧
宰
伊
預
部

馬
養
連
所
レ
記
無
二
相
乖
一。
故
略
陳
二
所
由
之
旨
一。」
と
し
る
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
新
日
本
古
典
全
集
本
の
『
風
土
記
』
が
「
以

下
の
話
は
前
任
の
国
司
で
あ
る
伊
預
部
馬
養
様
が
記
し
て
い
る
内
容
と
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
よ
っ
て
こ
の
昔
話
の
概
略
を
こ
こ
に
記
す

こ
と
と
す
る
」（
前
掲
書
、
四
七
四
頁

）
と
訳
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、『
丹
後
国
風
土
記
』
編
者
は
、
馬
養
が
記
録
し
た
伝
承
が
、
ほ

ん
と
う
に
与
謝
郡
日
置
里
で
採
輯
さ
れ
た
話
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
ま
ち
が
い
は
な
い
か
、
ウ
ラ

0

0

を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

が
い
い
加
減
で
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
風
土
記
に
採
録
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
編
者
が
、
和
銅
六
年
（
七
一
三

）
に
出
た
風
土

記
撰
進
の
通
達
を
遵
守
し
た
結
果
で
あ
り
、
当
地
の
国
司
が
職
務
に
忠
実
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
当
時
の
律
令
官

人
と
し
て
は
、
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

馬
養
が
か
か
る
伝
承
を
記
録
に
留
め
た
理
由
に
つ
い
て
こ
こ
で
は
深
く
詮
索
し
な
い
が
、
彼
の
記
録
が
日
置
里
に
お
け
る
伝
承
を
よ
く
伝
え

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
風
土
記
編
者
が
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
馬
養
の
創
作
だ
と
決
め
つ
け
る
の
は
、
不
見
識

も
は
な
は
だ
し
い
。

　

む
ろ
ん
、
伝
承
を
文
章
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、
馬
養
が
潤
色
を
施
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ

が
、
こ
の
伝
承
は
実
際
に
日
置
里
で
採
輯
さ
れ
た
説
話
で
は
な
い
と
す
る
証
拠
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
当
時
の
地
方
官
に
と
っ
て
、
中
央

か
ら
の
通
達
が
ど
れ
だ
け
の
重
み
を
も
っ
て
い
た
か
は
、
律
令
制
の
研
究
を
手
が
け
て
み
れ
ば
、
容
易
に
感
得
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
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以
上
は
『
丹
後
国
風
土
記
』
の
例
だ
が
、
こ
と
は
『
筑
後
国
風
土
記
』
で
も
お
な
じ
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
風
土
記
は
、
律
令
政
府
が
地
方

の
情
勢
を
把
握
す
る
た
め
に
提
出
を
命
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
重
要
性
は
地
方
に
赴
任
し
て
い
た
律
令
官
人
た
ち
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
認
識
し

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
要
求
に
、
山
川
原
野
の
名
称
の
由
来
や
古
老
が
代
々
伝
え
る
旧
聞
異
事
が
謳
わ
れ
て
い
る
以
上
は
、
そ
の
採
訪
を

第
一
に
し
た
は
ず
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、『
筑
後
国
風
土
記
』
の
場
合
も
、
風
土
記
編
者
が
説
明
と
し
て
案
出
し
た
〝
話
〟
と
は
い
え
な
い
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　

お
わ
り
に  
― 
ヤ
マ
ト
政
権
と
磐
井 

―

　

磐
井
の
乱
は
な
ぜ
起
き
た
か　

こ
こ
ま
で
、
磐
井
の
乱
に
つ
い
て
ふ
れ
た
複
数
の
史
料
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。『
日
本
書
紀
』
は

詳
細
だ
が
、
疑
わ
し
い
点
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、『
古
事
記
』
の
記
述
は
信
憑
性
が
高
い
と
は
い
え
、
い
か
に
も
簡
略
で
あ
る
。『
筑
後
国
風

土
記
』
逸
文
は
、
磐
井
の
墓
に
も
言
及
す
る
稀
有
の
史
料
で
は
あ
る
が
、
八
世
紀
初
頭
の
記
録
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
や
は
り
、
そ
の

ま
ま
乱
の
分
析
に
利
用
す
る
の
は
危
険
を
伴
う
。

　

こ
う
し
た
制
約
の
も
と
で
、
磐
井
の
乱
を
考
察
す
る
の
は
困
難
な
作
業
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
も
と
に
、
乱
を
継
体
天
皇
朝
前
後
の
ヤ

マ
ト
政
権
の
動
向
の
な
か
に
位
置
づ
け
、
も
っ
て
小
論
の
ま
と
め
に
か
え
た
い
。

　

ま
ず
、
磐
井
は
、
ど
う
し
て
ヤ
マ
ト
政
権
の
掣
肘
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』
は
「
於
レ
是
筑
紫
国
造
磐
井
。
陰
謨
二
叛
逆
一。
猶
預
経
レ
年
。
恐
二
事
難
一レ
成
。
恆
伺
二
間
隙
一
」（
継
体
天

皇
紀
二
十
一
年
六
月
条

）
と
語
る
の
み
で
、
そ
の
謀
反
の
理
由
は
明
記
し
な
い
。
い
っ
ぽ
う
、『
古
事
記
』
は
「
竺
紫
君
石
井
。
不
レ
従
二
天
皇
之
命
一

而
。
多
レ
无
レ
礼
」（
継
体
天
皇
記

）
と
、
磐
井
に
無
礼
な
言
動
の
存
し
た
こ
と
を
し
る
す
が
、
こ
れ
ま
た
具
体
的
な
記
述
を
缺
い
て
い
る
。『
古
事
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記
』
に
い
う
不
遜
な
ふ
る
ま
い
が
『
筑
後
国
風
土
記
』
の
「
生
平
之
時
。
預
造
二
此
墓
一。」
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
臆
測
は
さ
き
に
も

の
べ
た
が
、
こ
れ
も
風
土
記
の
伝
承
が
信
頼
で
き
て
の
話
で
あ
る
。

　

磐
井
が
、
ヤ
マ
ト
政
権
な
い
し
は
そ
の
支
配
に
対
し
て
、
な
ん
ら
か
の
不
満
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
が

継
体
天
皇
朝
に
顕
在
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
地
域
的
政
治
集
団
の
首
長
と
し
て
服
従
し
が
た
い
要
求
が
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
側
か
ら
出
さ
れ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。

　

磐
井
の
抱
え
て
い
た
不
満
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
朝
鮮
出
兵
に
お
け
る
前
線
の
兵
站
基
地
と
し
て
厳
し
い
負
担
を
強
い
た
こ

と
に
対
す
る
反
抗
と
い
う
み
か
た
も
あ
る
が
（
藤
間
生
大
『
日
本
民
族
の
形
成
』〈
岩
波
書
店
、
昭
和
二
十
六
年
十
一
月
〉
二
一
〇
～
二
一
二
頁
、
ほ
か

）、
こ
れ
も

想
像
の
域
を
出
な
い
。
ま
た
、
継
体
天
皇
が
中
央
の
有
力
豪
族
と
結
ん
で
中
央
権
力
の
強
化
を
推
進
す
る
道
を
え
ら
ん
だ
こ
と
に
対
す
る
、
地

方
豪
族
か
ら
の
反
撃
と
と
ら
え
る
み
か
た
も
あ
る
（
長
山
氏
前
掲
論
文
、
八
一
頁

）。

　

継
体
天
皇
政
権
が
、
中
央
の
諸
氏
族
と
の
妥
協
の
上
に
成
立
し
た
こ
と
は
事
実
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
後
述
の
よ
う
な
、
継
体
天
皇
の
勢
力
基

盤
を
考
え
る
と
、
か
な
ら
ず
し
も
地
方
豪
族
を
蔑
ろ
に
し
て
い
た
と
も
思
え
な
い
の
で
、
は
た
し
て
、
磐
井
の
叛
乱
の
原
因
が
継
体
天
皇
の

「
方
針
転
換
」
に
対
す
る
不
満
で
あ
っ
た
か
は
、
決
め
手
を
缺
く
。

　
『
日
本
書
紀
』
の
記
述
で
は
、
新
羅
が
賄
賂
を
贈
っ
て
毛
野
の
軍
を
防
遏
す
る
よ
う
仕
向
け
た
と
あ
り
、
い
わ
ば
磐
井
を
焚
き
つ
け
た
と
い

う
書
き
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
加
耶
地
方
と
の
交
渉
を
う
か
が
わ
せ
る
朝
鮮
半
島
製
の
垂
飾
附
耳
飾
が
、
六
世
紀
前
半
の
九
州
北
中
部
の
古
墳
か
ら

出
土
し
て
い
る
事
実
や
、
久
留
米
市
の
権
現
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
新
羅
土
器
な
ど
を
み
て
も
（
六
世
紀
前
半
か

）、
こ
の
地
方
が
新
羅
と
交
渉

を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
（
柳
沢
氏
前
掲
書
、
八
四
頁

）。
む
ろ
ん
、
こ
う
し
た
遺
物
が
『
日
本
書
紀
』
の
記
述
の
正
し
さ
を
裏
づ
け
る

直
接
の
証
左
と
は
な
ら
な
い
が
、
一
般
的
な
背
景
と
し
て
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
朝
鮮
半
島
出
兵
が
あ
っ
た
と
す
る
考
え
は
頭
か
ら
否
定
は
で
き
な

い
（
鎌
田
氏
前
掲
論
文
、
九
一
頁

）。
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い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
叛
乱
は
、
継
体
天
皇
が
物
部
麁
鹿
火
軍
を
派
遣
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
る
。
麁
鹿
火
が
苦
戦
し
た
こ
と
は

『
日
本
書
紀
』
編
者
の
脚
色
か
も
知
れ
な
い
が
、
最
終
的
に
磐
井
は
殺
害
さ
れ
、
子
の
葛
子
が
糟
屋
屯
倉
を
献
上
す
る
こ
と
で
い
ち
お
う
の
決

着
を
み
る
。
た
だ
、
前
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
で
磐
井
の
率
い
る
政
治
集
団
が
潰
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
岩
戸
山
古
墳
以
後
の
八
女
古
墳
群
の
消

長
か
ら
は
、
叛
乱
後
も
、
筑
紫
君
の
、
在
地
の
政
治
集
団
と
し
て
の
勢
力
の
衰
退
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
な
る
と
、
こ
の
叛
乱

も
、
筑
紫
君
の
政
治
集
団
に
対
す
る
弾
圧
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
ヤ
マ
ト
政
権
を
侮
る
磐
井
個
人
に
対
す
る
「
制
裁
」
だ
っ
た
と
い
う
印

象
が
強
い
。

　

継
体
天
皇
朝
の
ヤ
マ
ト
政
権　

と
こ
ろ
で
、
五
世
紀
後
半
の
雄
略
天
皇
朝
以
降
は
、
吉
備
や
筑
紫
で
大
規
模
な
叛
乱
が
蜂
起
し
て
い
る
。
ヤ

マ
ト
政
権
は
、
そ
れ
ら
の
鎮
圧
に
成
功
し
た
わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
、
叛
乱
の
平
定
を
梃
子
に
、
地
方
の
政
治
集
団
に
対
す
る
影
響
力

を
強
め
て
い
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
べ
つ
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
叛
乱
が
勃
発
す
る
背
景
に
は
、
ヤ
マ
ト
政
権
の

機
軸
で
あ
る
大
和
の
政
治
集
団
の
弱
体
化
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
五
世
紀
の
な
か
ご
ろ
か
ら
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
は
、
皇
室
内
部
で
皇
位
継
承
を
め
ぐ
る
骨
肉
の
争
い
が
、
絶
え
間
な
く

つ
づ
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
仁
徳
天
皇
の
の
ち
、
履
中
・
反
正
・
允
恭
と
い
う
同
母
の
皇
子
が
あ
い
つ
い
で
即
位
し
て
か
ら
は
、
兄
弟
に
よ
る

皇
位
継
承
が
定
着
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
、
皇
位
を
め
ぐ
る
争
い
に
拍
車
を
か
け
る
原
因
と
な
っ
た
。
履
中
天
皇
は
、
即
位
前
に
同
母
弟
の

住
吉
仲
皇
子
を
殺
害
し
て
い
る
し
、
允
恭
天
皇
も
同
母
兄
の
木
梨
軽
皇
子
を
自
害
に
追
い
込
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
も
っ
と
も
残
虐
な
ふ
る
ま

い
を
し
た
の
は
、
雄
略
天
皇
で
あ
る
。

　

安
康
天
皇
は
、
根
使
主
の
讒
言
を
信
じ
て
伯
父
の
大
草
香
皇
子
を
殺
し
た
た
め
に
、
み
ず
か
ら
も
大
草
香
皇
子
の
子
眉
輪
王
に
殺
害
さ
れ

た
。
大
泊
瀬
皇
子
（
の
ち
の
雄
略
天
皇

）
は
、
こ
の
報
に
接
し
、
驚
愕
す
る
と
同
時
に
、
兄
た
ち
を
疑
う
。
そ
し
て
、
ま
ず
同
母
兄
の
八
釣
白
彦

皇
子
を
殺
害
し
、
同
母
兄
の
境
合
黒
彦
皇
子
と
従
兄
弟
の
眉
輪
王
に
も
そ
の
矛
先
を
向
け
る
。
二
人
は
、
相
談
し
て
葛
城
円
大
臣
の
家
に
逃
げ
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込
ん
だ
が
、
大
泊
瀬
皇
子
は
、
兵
を
起
こ
し
て
円
大
臣
の
家
を
囲
む
。
円
大
臣
は
、
娘
の
韓
愛
と
葛
城
七
ヶ
所
を
献
上
し
て
許
し
を
乞
う
が
、

皇
子
は
彼
ら
を
焼
き
殺
し
て
し
ま
う
。
大
泊
瀬
皇
子
の
残
虐
ぶ
り
は
、
そ
の
後
も
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
ひ
き
つ
づ
き
安
康
天
皇
が
市
辺

押
磐
皇
子
を
皇
位
継
承
者
に
予
定
し
て
い
た
こ
と
を
恨
み
、
皇
子
を
騙
し
て
狩
り
に
誘
い
出
し
て
殺
害
す
る
。
そ
し
て
、
同
じ
月
に
、
皇
子
の

同
母
弟
の
御
馬
皇
子
も
殺
害
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
兄
弟
の
排
斥
に
成
功
し
た
大
泊
瀬
皇
子
は
、
泊
瀬
の
朝
倉
に
お
い
て
即
位
を
果
た
す
が
、
こ
う
し
た
血
で
血
を
洗
う
抗
争
は
、
結

果
的
に
、
大
和
の
政
治
集
団
の
弱
体
化
を
招
き
、
最
後
は
皇
位
継
承
者
に
も
こ
と
缺
く
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
、
雄

略
天
皇
の
子
の
清
寧
天
皇
に
は
皇
子
が
な
く
、
殺
さ
れ
た
市
辺
押
磐
皇
子
の
子
で
、
播
磨
国
に
身
を
隠
し
て
い
た
億
計
王
（
顕
宗
天
皇

）・
弘
計

王
（
仁
賢
天
皇

）
の
兄
弟
が
発
見
さ
れ
て
、
い
っ
た
ん
は
皇
位
断
絶
の
危
機
を
逃
れ
た
。
し
か
し
、
仁
賢
天
皇
の
子
の
武
烈
天
皇
に
も
皇
子
が

な
く
、
つ
い
に
仁
徳
天
皇
の
皇
統
は
杜
絶
え
て
し
ま
う
。
武
烈
天
皇
は
こ
の
皇
統
の
、
最
後
の
天
皇
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
は
、
こ
の
武
烈
天
皇
を
悪
逆
無
道
の
暴
君
と
し
て
描
く
が
、
こ
う
し
た
描
写
が
ど
こ
ま
で
真
実
か
は
き
わ
め
て
疑
わ
し
い
。

中
国
で
は
、
夏
の
桀け

つ

王お
う

・
殷
の
紂

ち
ゅ
う

王お
う

と
い
っ
た
不
徳
の
帝
王
が
あ
ら
わ
れ
、
国
を
滅
ぼ
し
、
王
統
も
そ
こ
で
杜
絶
え
る
と
い
う
考
え
が
は
や

く
か
ら
あ
っ
た
。『
日
本
書
紀
』
編
者
が
武
烈
天
皇
を
悪
く
描
い
て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た
中
国
の
革
命
思
想
の
影
響
で
あ
る
。
武
烈
天
皇
紀

の
暴
虐
行
為
が
、
多
く
中
国
の
典
籍
か
ら
の
引
き
写
し
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
よ
う
。

　

周
知
の
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
は
、
天
武
天
皇
十
年
（
六
八
一

）
に
勅
命
に
よ
っ
て
編
纂
が
開
始
さ
れ
、
持
統
・
文
武
・
元
明
天
皇
三
朝
を

経
て
、
元
正
天
皇
朝
の
養
老
四
年
（
七
二
〇

）
に
完
成
し
た
が
、
編
纂
に
関
与
し
た
歴
代
天
皇
は
、
す
べ
て
継
体
天
皇
を
直
接
の
始
祖
と
す
る

皇
統
に
属
す
る
。
彼
ら
は
、
断
絶
し
た
皇
統
の
最
後
に
出
た
武
烈
天
皇
を
こ
と
さ
ら
悪
者
に
仕
立
て
る
こ
と
で
、
つ
ぎ
に
登
極
し
た
継
体
天
皇

を
際
立
た
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
み
か
た
を
か
え
る
と
、
こ
う
し
た
記
述
も
、
当
時
、
ヤ
マ
ト
政
権
が
危
殆
に
瀕
し
て
い
た

こ
と
を
、
編
者
自
身
が
強
く
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
皇
統
の
断
絶
の
あ
と
を
受
け
て
皇
位
に
つ
い
た
の
が
、
男
大
迹
王
（
継
体
天
皇

）
で
あ
っ
た
。

　
『
日
本
書
紀
』
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
当
初
は
、
大
伴
金
村
の
発
議
に
よ
っ
て
、
丹
波
国
の
桑
田
郡
に
い
た
仲
哀
天
皇
五
世
孫
の
倭

彦
王
を
迎
え
よ
う
と
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
王
は
迎
え
に
き
た
兵
を
望
見
し
て
色
を
失
い
、
山
壑
に
逃
亡
し
て
し
ま
う
。

　

金
村
ら
は
、
ふ
た
た
び
協
議
し
て
、
こ
ん
ど
は
越
前
国
に
い
る
応
神
天
皇
の
五
世
孫
男
大
迹
王
（
継
体
天
皇

）
を
迎
え
、
天
緒
を
伝
え
る
こ

と
に
し
た
。
王
は
、
な
か
な
か
承
知
し
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
河
内
馬
飼
首
荒
籠
の
助
言
に
よ
っ
て
承
諾
し
、
樟
葉
宮
で
即
位
す
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
も
た
だ
ち
に
大
和
に
入
ら
ず
、
山
背
の
筒
城
、
弟
国
と
宮
処
を
転
々
と
し
、
即
位
後
、
じ
つ
に
二
十
年
（
七
年
と
い
う
異
説

も
あ
る

）
の
の
ち
、
よ
う
や
く
磐
余
王
穂
宮
で
政
治
を
お
こ
な
っ
た
。
継
体
天
皇
が
な
か
な
か
大
和
入
り
を
果
た
せ
な
か
っ
た
の
は
、
大
和
や

河
内
の
豪
族
の
な
か
に
、
天
皇
の
存
在
を
快
く
思
わ
な
い
一
派
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
天
皇
が
名
実
と
も
に
「
大
王
」
と
し
て
認
め
ら
れ

る
の
は
、
前
王
統
の
血
を
引
く
仁
賢
天
皇
皇
女
の
手
白
香
皇
女
と
の
婚
姻
が
成
立
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

　

た
だ
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
ほ
ん
と
う
の
ね
ら
い
は
、
仲
哀
天
皇
五
世
孫
・
五
世
孫
男
と
い
っ
た
血
統
よ
り
も
、
倭
彦
王
や
大
迹
王
が
も
っ
て
い

た
政
治
力
や
経
済
的
基
盤
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
大
迹
王
に
先
だ
ち
、
丹
波
国
桑
田
郡
を
本
拠
地
と
し
て
い
た
倭
彦
王
が
擁
立
さ
れ
た
。
こ
ち
ら
も
、
仲
哀
天
皇

の
五
世
孫
と
い
う
か
ら
、
血
筋
の
う
え
で
は
、
傍
系
で
あ
る
。
し
か
し
、
京
都
府
亀
岡
市
に
あ
る
千
歳
車
塚
古
墳
（
墳
丘
長
が
約
八
〇
メ
ー
ト
ル
、

三
段
築
成
、
五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
前
半

）
の
存
在
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
時
、
桑
田
郡
に
は
巨
大
な
政
治
集
団
が
存
在
し
て
い
た
。
じ
つ

は
、
ヤ
マ
ト
政
権
は
、
こ
の
勢
力
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
権
力
基
盤
の
強
化
を
も
く
ろ
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
（
拙
稿
「
継
体
天
皇

即
位
前
紀
に
み
え
る
倭
彦
王
に
つ
い
て
」
横
田
健
一
先
生
米
寿
記
念
会
編
『
日
本
書
紀
研
究
』
第
二
十
六
冊
〈
塙
書
房
、
平
成
十
七
年
十
月
〉
所
収
、
の
ち
『
記
紀
と
古
代
史
料
の
研

究
』〈
国
書
刊
行
会
、
平
成
二
十
年
二
月
〉
所
収

）。

　

あ
い
に
く
倭
彦
王
と
の
交
渉
は
不
首
尾
に
終
わ
り
（
倭
彦
王
が
逃
亡
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
ヤ
マ
ト
政
権
側
が
、
み
ず
か
ら
の
威
厳
を
守
る
た
め
に
、
都



─ 39 ─

磐
井
の
乱
の
再
検
討
（
荊
木
）

合
よ
く
話
を
改
変
し
た
結
果
で
あ
ろ
う

）、
次
善
の
策
と
し
て
大
迹
王
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
も
、
大
迹
王
が
越
前
・
近
江
・
尾

張
と
い
っ
た
広
い
範
囲
に
勢
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
決
め
手
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
大
迹
王
は
、
山
城
南
部
か
ら
河
内
北
部
・

摂
津
に
か
け
て
地
域
の
勢
力
と
も
結
ん
で
い
た
か
ら
、
血
統
で
は
傍
流
で
も
、
そ
の
勢
力
は
強
大
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
し
か
に
、
継
体
天
皇
即
位
直
前
ま
で
の
ヤ
マ
ト
政
権
は
、
危
機
的
状
況
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
前
述
の
よ
う
に
、
即
位
後
も
二
十
年
間

（
あ
る
い
は
七
年

）
大
和
入
り
を
果
た
せ
な
か
っ
た
と
い
う
か
ら
、
そ
の
後
も
政
権
の
基
盤
は
盤
石
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
古
事
記
』

が
し
る
す
「
不
レ
従
二
天
皇
之
命
一
而
。
多
レ
无
レ
礼
」
と
い
う
磐
井
の
無
礼
な
ふ
る
ま
い
も
、
こ
う
し
た
ヤ
マ
ト
政
権
の
衰
微
と
無
関
係
だ
と
は

思
え
な
い
。
ヤ
マ
ト
政
権
の
弱
体
化
や
内
紛
を
熟
知
し
て
い
た
磐
井
が
、
ヤ
マ
ト
政
権
を
侮
る
態
度
に
出
た
こ
と
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い

の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
結
局
は
、
ヤ
マ
ト
政
権
が
磐
井
を
押
さ
え
込
ん
だ
。
こ
れ
は
、
強
固
な
権
力
基
盤
を
も
つ
継
体
天
皇
を
迎
え
、
さ
ら
に
は
そ
の
大

和
入
り
も
実
現
し
た
こ
と
で
息
を
吹
き
返
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
塚
口
氏
は
、
手
強
い
磐
井
の
軍
を
鎮
圧
で
き
た
の
は
偶
然
で
は
な
く
、
天
皇

の
擁
立
に
成
功
し
、
権
力
基
盤
を
再
編
・
強
化
し
え
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
だ
と
い
わ
れ
る
が
（
塚
口
義
信
「
継
体
天
皇
―
謎
に
つ
つ
ま
れ
た
即
位
事
情
を
探

る
―
」（『
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
　
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
82
　
古
代
史
が
わ
か
る
。』〈
朝
日
新
聞
社
、
平
成
十
四
年
八
月
〉
所
収
）
一
二
五
頁

）、
筆
者
も
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。

　

天
皇
が
磐
余
王
穂
宮
に
落
ち
着
く
の
に
二
十
年
を
要
し
た
と
す
る
と
、
磐
井
の
乱
は
そ
の
わ
ず
か
一
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
こ
の

年
紀
に
疑
問
が
残
る
こ
と
は
さ
き
に
の
べ
た
と
お
り
だ
が
、『
日
本
書
紀
』
の
記
事
の
排
列
か
ら
す
る
と
、
磐
井
の
乱
が
天
皇
の
大
和
入
り
あ

と
だ
と
い
う
こ
と
は
認
め
て
よ
い
よ
う
に
思
う
。
政
権
が
安
定
し
た
継
体
天
皇
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
叛
乱
の
鎮
圧
は
そ
れ
ほ
ど
む
つ
か
し
い
こ

と
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

水
谷
氏
は
、
記
紀
に
磐
井
の
蜂
起
を
伝
え
る
記
事
が
な
い
こ
と
か
ら
、
さ
き
に
武
力
攻
撃
を
仕
掛
け
た
の
は
ヤ
マ
ト
政
権
の
側
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
し
て
お
ら
れ
る
（
水
谷
氏
前
掲
論
文
、
二
四
一
・
二
四
三
頁

）。
征
討
の
原
因
を
作
っ
た
の
は
磐
井
の
側
だ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
か
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ら
、
ど
ち
ら
が
先
に
手
を
出
し
た
か
は
、
こ
の
際
あ
ま
り
関
係
は
な
い
。
し
か
し
、
大
和
入
り
に
よ
っ
て
い
よ
い
よ
体
制
を
整
え
た
継
体
天
皇

の
ほ
う
か
ら
、
積
極
的
に
磐
井
排
除
に
乗
り
出
し
た
と
い
う
の
が
、
こ
と
の
真
相
で
は
な
い
か
と
思
う
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
最
後

に
も
う
一
度
ふ
れ
た
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
磐
井
を
殺
害
し
た
こ
と
で
、
実
力
の
ち
が
い
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
た
ヤ
マ
ト
政
権
は
、
以
後
地
方
支
配
を
強
化
し

て
い
く
。
安
閑
天
皇
紀
に
み
え
る
屯
倉
の
増
設
や
、
国
造
の
任
命
な
ど
は
、
そ
う
し
た
事
情
を
雄
辯
に
物
語
っ
て
い
る
。
と
く
に
、
安
閑
天
皇

朝
に
設
置
さ
れ
た
と
い
う
二
十
六
の
屯
倉
の
な
か
に
は
、
磐
井
の
勢
力
圏
で
あ
っ
た
筑
紫
・
豊
・
火
の
三
国
に
点
在
す
る
八
つ
の
屯
倉
が
ふ
く

ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
磐
井
誅
滅
が
地
方
支
配
を
確
立
し
て
い
く
う
え
で
大
き
な
エ
ポ
ッ
ク
で
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
（
た
だ

し
、
屯
倉
の
設
置
が
『
日
本
書
紀
』
の
記
述
の
と
お
り
、
こ
と
ご
と
く
安
閑
天
皇
朝
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
は
な
お
検
討
の
餘
地
が
あ
る
が
、
安
閑
天
皇
朝
が
屯
倉
の
拡
大
を
象
徴
す
る

時
期
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
て
よ
い
と
思
う

）。

　

さ
き
に
継
体
天
皇
記
が
磐
井
の
乱
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
の
特
異
性
に
ふ
れ
た
が
、
そ
の
お
り
に
書
い
た
と
お
り
、
筆
者
は
、
こ
れ
が
治
世
中

の
重
要
事
項
の
一
つ
と
し
て
記
録
に
留
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
れ
は
、
ヤ
マ
ト
政
権
を
震
撼
さ
せ
た
深
刻
な
内
乱
と
い
う
よ
り

は
、
む
し
ろ
、
磐
井
の
殺
害
を
契
機
に
、
ヤ
マ
ト
政
権
が
さ
ら
な
る
飛
躍
の
時
代
に
入
る
劃
期
と
な
る
出
来
事
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、

『
古
事
記
』
に
採
択
さ
れ
た
大
き
な
理
由
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

　

今
後
の
課
題　

以
上
、
磐
井
の
乱
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
問
題
に
焦
点
を
あ
て
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
論
が
拡
散
し
、
散
漫
に
な
っ
た
こ

と
を
お
詫
び
し
た
い
。
小
論
で
の
べ
た
こ
と
を
か
ん
た
ん
に
整
理
す
る
と
、
お
お
よ
そ
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

①
乱
の
発
端
を
、
磐
井
が
近
江
毛
野
軍
の
渡
海
を
阻
ん
だ
こ
と
に
あ
る
と
す
る
『
日
本
書
紀
』
の
説
明
は
信
憑
性
に
乏
し
い
。

　

②
近
江
毛
野
の
任
那
派
兵
に
ま
っ
た
く
ふ
れ
て
い
な
い
『
古
事
記
』
の
記
述
の
ご
と
き
も
の
が
、
事
実
の
伝
承
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
乱
の
勃
発
年
も
不
明
で
あ
る
。
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③
磐
井
討
伐
の
原
因
が
、
彼
の
ヤ
マ
ト
政
権
に
対
す
る
不
服
従
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
し
て
も
、
具
体
的
に
は
な
に
が
き
っ
か
け

で
、
ヤ
マ
ト
政
権
が
磐
井
征
討
に
乗
り
出
し
た
の
か
は
不
明
と
す
る
ほ
か
な
い
。
た
だ
し
、
磐
井
の
「
无
礼
」「
不
偃
皇
風
」
は
、
当
時

弱
体
化
の
一
途
を
辿
っ
て
い
た
ヤ
マ
ト
政
権
へ
の
侮
り
に
起
因
す
る
可
能
性
が
大
き
い
。

　

④
北
部
九
州
で
強
大
な
勢
力
を
誇
っ
た
磐
井
が
敗
れ
た
の
は
、
畿
内
と
そ
の
周
辺
に
強
固
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
勢
力
基
盤
を
有
し
た
継
体
天

皇
の
擁
立
に
成
功
し
た
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

⑤
風
土
記
の
伝
え
る
伝
承
も
、
八
世
紀
初
頭
に
採
訪
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
磐
井
の
乱
の
実
相
を
記
録
し
た
も
の
と
は

い
え
な
い
。
た
だ
し
、
伝
承
自
体
は
、
現
地
に
お
い
て
採
訪
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
断
じ
て
風
土
記
編
者
の
創
作
で
は
な
い
。

　

⑥
乱
の
直
接
の
原
因
な
ど
に
よ
く
わ
か
ら
な
い
点
は
あ
る
も
の
の
、
乱
後
に
ヤ
マ
ト
政
権
の
地
方
支
配
が
滲
透
し
て
い
く
こ
と
は
確
実
で
、

そ
の
意
味
で
、
磐
井
の
乱
は
大
き
な
事
件
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

　

磐
井
の
乱
は
、
古
代
国
家
の
成
立
過
程
に
お
け
る
分
水
嶺
で
あ
る
と
の
位
置
づ
け
を
得
て
、
戦
後
脚
光
を
浴
び
た
事
件
で
あ
っ
た
が
、
あ
ら

た
め
て
検
討
す
る
と
、
議
論
の
根
本
と
な
る
史
料
は
、
思
い
の
ほ
か
乏
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

た
だ
、
わ
ず
か
な
史
料
で
か
ら
で
は
あ
る
が
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
求
心
力
が
衰
え
た
時
期
に
、
中
央
に
対
し
て
反
抗
的
な
態
度
で
臨
む
筑
紫
政

権
の
首
長
の
磐
井
が
、
体
勢
の
立
て
直
し
に
成
功
し
た
継
体
天
皇
に
よ
っ
て
掣
肘
さ
れ
た
こ
と
は
、
事
実
と
し
て
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
中

央
集
権
的
国
家
の
形
成
を
目
指
す
ヤ
マ
ト
政
権
が
各
地
の
地
域
政
権
と
衝
突
し
、
そ
れ
を
超
克
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
避
け
て
通

る
こ
と
の
で
き
な
い
課
題
で
あ
っ
て
、
磐
井
の
乱
は
そ
う
し
た
時
代
の
潮
流
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
（
鎌
田
氏
前
掲
論

文
、
九
一
頁
参
照

）。
さ
き
に
「
大
和
入
り
に
よ
っ
て
い
よ
い
よ
体
制
を
整
え
た
継
体
天
皇
の
ほ
う
か
ら
、
積
極
的
に
磐
井
排
除
に
乗
り
出
し
た
と

い
う
の
が
、
こ
と
の
真
相
で
は
な
い
か
」
と
書
い
た
が
、
こ
の
場
合
、
む
し
ろ
そ
れ
が
当
然
の
な
り
ゆ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
意
味
で
、

こ
の
事
件
を
磐
井
の
「
叛
乱
」
と
と
ら
え
た
の
で
は
こ
と
の
真
相
は
み
え
て
こ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
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も
っ
と
も
、『
日
本
書
紀
』
や
『
筑
後
国
風
土
記
』
逸
文
が
乱
の
経
過
を
示
す
史
料
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
信
が
お
け
な
い
と
す
る
と
、
乱
の

具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
究
明
す
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
や
や
臆
測
に
流
れ
過
ぎ
た
嫌
い
が
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
に
需
め
ら
れ
る
の
は
、
原
点
に
立
ち
返
り
、
虚
心
に
関
聯
史
料
を
読
み
返
す
と
と
も
に
、
継
体
天
皇
朝
に
お
け
る
ヤ
マ
ト
政
権
の
動
向
の
な

か
で
こ
の
叛
乱
を
的
確
に
評
価
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
小
論
が
そ
う
し
た
再
検
討
の
捨
て
石
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

〔
附
記
Ⅰ
〕

　
文
中
、
岩
戸
山
古
墳
の
記
述
を
は
じ
め
、
古
墳
全
般
に
つ
い
て
は
中
司
照
世
先
生
の
ご
教
示
を
得
た
。
先
生
の
ご
厚
意
に
は
あ
つ
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
な
お
、
小
論
の
前
半
に
つ
い
て
は
、「
磐
井
の
乱
と
そ
の
史
料
」
と
題
し
て
、『
つ
ど
い
』
三
三
一
号
（
豊
中
歴
史
同
好
会
、
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
刊
）
に
『
日
本
書
紀
』『
古
事

記
』
に
関
す
る
部
分
の
み
を
発
表
し
た
。
発
行
部
数
も
限
ら
れ
た
会
報
ゆ
え
、
目
に
ふ
れ
る
機
会
も
少
な
い
か
と
思
い
、
小
論
で
は
『
つ
ど
い
』
掲
載
の
部
分
も
あ
わ
せ
た
全
文
を
掲

載
し
た
。
ご
諒
解
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

〔
附
記
Ⅱ
〕

　 

校
了
寸
前
の
一
月
末
に
、
篠
川
賢
先
生
よ
り
『
継
体
天
皇
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
十
八
年
一
月
）
を
頂
戴
し
た
。
同
書
で
は
、
継
体
天
皇
朝
の
重
要
事
件
と
し
て
こ
の
磐
井
の

乱
も
詳
し 

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の
教
示
を
得
た
が
、
残
念
な
が
ら
小
論
に
は
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
篠
川
先
生
は
じ
め
、
諸
氏
の
ご
海
容
を
乞
う
次
第
で
あ

る
。
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A Reconsideration of the Historical Materials about the Rebellion of Iwai , 

The Head of a Powerful family in Northern Kyushu

Yoshiyuki   Ibaraki

Abstract

　  Tsukushi-no-Kimi was powerful  family  in the northern Kyushu, and  it  is 

said that the head of the clan, a man by the name of Iwai, rebelled against 

the Yamato court  in  the  first half  of  the 6th  century. This  rebellion was 

recorded in various historical records such as the Kojiki , Nihonshoki , Chikugo 

fudoki . Among  these  records,  the most  reliable  book  is  the Kojiki . The 

description written in this book is factual, while that of the Nihonsoki  is often 

embellished by its writer. When we study the historical events, we must use 

this record very carefully. 

　  The Chikugo  fudoki  was a gazetteer compiled  in the first half of  the 8th 

century,  about  200  years  after  Iwai ’s  rebellion. Although  local  officers 

gathered folklove and old tales eagerly, these were not factual. Therefore, we 

must treat  this gazetteer carefully.

Keywordds : Iwai  lord  of Tsukushi, Kojiki, Nihonshoki,  Chikugo  fudoki, 

Iwatoyama Tomb


